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ローマ　1:1-7
　ローマ書は、パウロの書いた手紙の中でも、特殊なものと言える。何しろ、この時点で彼はまだ、ローマに行ったことがない。つまり、会ったことのない人たちに書いているわけである。他の手紙が個人的なつながりを意識していろいろと書いてあるのに比べると、ローマ書がまとまった説明文のようになっているのも納得がいく。とは言いつつも、これもまた手紙。現代のようにパソコンで書くわけでなし、下書きをするような紙の余裕もなし。だからというわけではないけれど、話がぐるぐる回るところもあって、同じテーマは何度も出てくる。それだけ大切な事柄でもあるのだが。きちっと整理整頓された教科書とは違う、でも、信仰と福音についての解説でもあり。そんなローマ書を読み進めていこう。
 
 
ローマ　1:1
　福音という言葉は、この後、16節の有名な箇所にも見られるように、ローマ書の核心に関わっている。おおざっぱな言い方をするなら、パウロはローマの人々に、福音とは何かということを伝えようとして、この手紙を書いているのだとも言える。それほど、福音の中身を適確に受け止めていくことは、ないがしろにするわけにはいかない、とても大事なことなのだ。
　福音、良い知らせというふうに訳すこともできるけれど、もしかすると私たちは、そこにある祝福の意味合いを誤解したり、自分勝手に受け止めたり、薄めたり、場合によっては見当違いなものと取り替えてしまったり、ということはないだろうか。この手紙を読み進めながら、そのことを考えていきたいものだ。そのためにも、読み進める前の今の時点で、自分が福音の中身としてどんなことを思い浮かべているのかを、ちょっと考えてみるのも悪くない。
 
 
ローマ　1:1
　しもべという言葉は、パウロが自分について語る際によく出てくる。ギリシャ語をそのまま訳すなら、奴隷という言葉のほうが一般的だと思うが、私たちのイメージする奴隷は、劣悪な環境の中で使い捨てのようにしてこき使われる、道具のように扱われている姿になりやすいので、別の訳語を当てはめたのは意味がある。神は決して人々をこき使い、使い捨てにするおつもりはない。確かに所有物という意味合いはあるけれども、むしろそれは、生涯、あるいは二代、三代と受け継いで大切に使っていく家具や道具の類のほうが近い感覚かもしれない。神は人々の意志を抑圧するつもりはなく、機械のように言われたままをこなせばいい、みたいには思っていない。ただ、しもべというのは家来という言葉に近い感覚だから、それとはまた違うぞ、ということも覚えておきたいと思う。なぜパウロが自分を、神の所有物だと言うのかは、この福音の意味合いを知っていくと納得できるはずだ。
 
 
ローマ　1:2
　福音について説明するにあたり、パウロは預言者たちが昔から告げてきたものである点を指摘している。
　一般的に、キリスト教2000年と呼ぶのは社会現象としてはそれでいいけれど、信仰の観点で語る際にはちょっと違う。この福音はずっと昔から語られ続けてきたもので、神は長い長い準備を経て、ついにその計画を具体化させたのだ。キリストの偉大さは微塵も欠いてはならないけれど、でも、この福音と救いの計画は、人となられたキリストが初めて思いついたものではなく、むしろ、ご自身もまた、父なる神の計画の中で事を進めているのだと語られていたことを思い出したい。
　そう、たかだか2000年程度のものではないのだ。時々、パウロたちがキリスト教を実質的に形成したと評する人があるけれど、彼ら自身の意識は、それとは全く違っている。彼らはむしろ、すでに用意されていたものを継承していく役割を担っていたのだ。
 
 
ローマ　1:3-4
　救い主は確かに人であり、かつ、確かに神でもある。このことは、古来、多くの人々に戸惑いを与え、様々な異説を生み出す原因にもなった。けれどもローマ書が、その冒頭でキリストの説明として告げているのが、その二つの顔というか、性質である。ローマ書は、その点を必ずしも事細かに取り上げているとは言えないが、例えばヘブル書などでは、どうして救い主が神であり、人であるということが必要であったのかを、力強く物語っている。
　この点は、福音が真の意義と価値と力を持っているための、欠かすことのできない基盤である。後々、この福音が提示する幸いを見ていくときに、なるほどだから、救い主は神であり、人である必要があったのかと、つくづく感じることになるだろう。神が人に、そこにインマヌエルと呼ばれている方の、究極の姿が示されている。
 
 
ローマ　1:5-6
　パウロは自分のことを、キリストによって呼び出された者、と語っている。信仰というものについて、しばしば、人間が探索し、たどり着き、見出すものとして考えられているけれど、パウロはそうは言っていない。実際彼は、クリスチャン迫害のために旅していた途上で、突然呼び出されたのだから、私も頑張って探したのです、などとはとうてい言えない。
　でもこれは信仰と救いについて考えるとき、とても大事なことだ。隠されていたものを私が見つけ出したのではない。神が私に目を留めて、呼びかけ、働きかけ、そして今の私がいる。パウロは読者に対しても、あなたがたも同じだと言っている。この観点を見失うと、神を見つけ出してあげた自分、という愚かな高慢に陥る危険が生ずる。これは一方的に与えられた幸いなのだ。
 
 
ローマ　1:7
　神に不安を抱いている人は少なくない。いつ何時、機嫌を損ねてしまうのではないか。日頃、にこにこしておられるから、なおさら恐い、というふうに。
　だとしたら、ここにある言葉を、心に刻んでおきたい。神に愛されている人々、である。神が支配している人々ではないし、神に服従させられている人々でもない。神のために尽くしている人々とすら呼ばれていない。愛されている、である。そして、恵みと平安が求められている。恵みについては、この後、じっくり考えていくべき言葉だ。そして、平安が与えられようとしている。ただあらそいがないだけではなく、満ち足りた状態である。心を注ぎだして、安心していられる場所。それが、神と共にいられる場所なのだと、パウロはこの序文の中で、はっきりと指し示してくれている。
 
 
ローマ　1:8-13
　この手紙が書かれた理由は、ローマの人々に会いたいのに、なかなか行けずにいたから、である。結局、彼は後に、裁判を受けるために護送される身の上になって初めて、ローマにいくことになる。当然、自由に活動することはできない。もっと早く来たかったと後悔しただろうか。いや、彼はさぼっていて、ローマを訪れ得なかったのではない。ほかのことをすべて投げ出して、何が何でもとすれば、できないことはなかっただろう。でも、パウロにはなすべき務めがあり、関わるべき人々がいたのだ。
　物事には神の時というものがあり、人の思いだけでどうこうというわけにはいかない。あれがしたいと望みを抱くことは良いけれど、それとは別に、自分がなすべき事が目の前にあるのだとしたら、神が道を開いてくださる時までは、そのなすべきことをしっかりと果たしていくのが望ましいようだ。おかげで私たちは、こうしてローマ書という貴重な手紙を手にすることもできたのだから。もっとも、出かけては行けなくても手紙は書ける、ということもまたパウロの見いだした真実であり、「神の時ではないから何もしません」という言い訳は、少なくともパウロには無縁のものであったようだ。
 
 
ローマ　1:11-12
　ローマに行って、パウロがするつもりだったのは、もちろん、人々に福音を伝えることであり、人々に神にある祝福を届けることだ。「あなた方を強くしたいのだ」とも書かれている。でも、この取り組みは、相手のためにということと同時に、自分自身もまた幸いを手にすることになる、そういう性質があることを、彼ははっきりと意識している。「してあげる」という一方通行の概念はなりたたないのだ。
　けれど、この幸いを体験している人は決して多くないような気がする。そして、難しさとか苦労とか、あるいは気恥ずかしさとか、そういうものばかりが意識されている。いわゆる伝道だけではなく、聖書を読んでの感想を語り合うとか、そういうことも含めて、誰かと一緒に福音に関わるということからは、他では得難い幸いがわき出てくるのだ。これを逃す手はないと、この箇所を読みながら改めて思う。
 
 
ローマ　1:13-15
　この負債という言葉は、日本語にするとちょっとマイナスのイメージが強くなるので、何か良い訳語があれば変えた方がよいのかもしれない。パウロは、嫌々ながら、強制されて、仕方がなく、ローマに行って福音を伝える義務があるのだと言っているわけではない。彼が言いたいのは、この役目を果たすことで、何か人らほめられたり、神からご褒美をいただいたり、そんなことは微塵も期待していない、ということだ。これは自分のなすべきことであり、しないほうが問題であり（その点は負債と共通する。返すべき借金を返さなければ、重大な事態を招く）、だからこそ、このことについて賞賛などとんでもない。あるいは、誰にも認められなくても、賛同されなくても、それでも自分は事をなすのだという、そういう意味合いでも。
　理由はただ一つ。彼自身がこの福音によって救われ、いのちを与えられたから。それほどのものを適当に放り出してはおけないと言うのだ。鍵は、福音そのものの価値である。それが彼を突き動かしている。だとしたら、福音の中身について、よくよく見定めていきたいとは思わないか。
 
 
ローマ　1:16
　ローマ書の中でも有名な言葉の一つ。救いを得させる神の力、推進力、突破力、実現力、どんな言葉を入れてもいいと思うけれど、何が何でも救いを得させるぞ、という神の決意と約束、そしてその実現が、この一言に集約されている。
　ずいぶん大きく出たものだ、と言われそうだ。世の中、絶対とか必ず、などというものはまずない。物事は様々な状況が織りなして結果が左右されるのであって、できれば、とか、可能な限り、とか言っておくのが常道。でもここでは、必ず、と言う。理由はただ一つ、それが「神」の力であり、「神」の行動であり、「神」がなさることだからだ。全知全能と言われるように、神には絶対的な力がある。その力は、まさにここでこそ、人々の救いに関してこそ発揮される。だから絶対。誰かが言っていた。神に会いたいと心から願う者で、天国に行けない者はただの一人もいない、と。
 
 
ローマ　1:17
　義と訳されている言葉は、確かに「義」なのだけれど、意味を説明する場合は、少し言い換えた方が良いかもしれない。うーむ、例えば計画。福音のうちには神の計画が示されている。その計画は、信仰に始まり、信仰に進ませる。あるいは約束という言葉。福音には神の約束が込められていて、だから、神はその約束を果たして、人々を祝福へと進ませる。犠牲というのもありかな。福音には神の犠牲が込められている。神が支払われたキリストという犠牲こそが、人を救いへと進ませる。
　いろいろと置き換えてみると、この短い文に込められた意味の大きさを痛感させられる。神は何としても、このプロジェクトを完成させようとなさっている。全身全霊を注いで、である。ますます、福音の中身に興味を抱きはしないか。ローマの読者は、きっとワクワクして読み進んだだろう。このブログのスピードを無視して、先を読み進んでくださっても、もちろんかまわない。
 
 
ローマ　1:18-20
　どうして救いが必要なのか、この福音が大事なのか、という話題に移行している。「神の怒り」があるからだと告げられている。なぜ怒りがあるのか。人々が、人類が、神を無視しているから、である。
　いじめの一つに、無視、というのがある。むろん、そんなことは正義が許さず、世間が許さないのだが（断固としてそうあるべきだが）、それはともかく、無視という行動がいじめとして効果があるのは、相手が決定的に弱くて、反撃できない場合だ（だから回り全体が一緒に反撃してあげる必要がある）。もし、その相手が圧倒的に強くて、こちらがあっけなく消し飛んでしまうような力関係だったら、そんな事態は考えるだけでも恐ろしい。
　けれど、人は神を無視している。神の存在から目をそらし、あるいは何か別のものを神として崇めて、本物を無視している。愚行、いや、あまりにも危険な行動だと気づくべきなのだ。
 
 
ローマ　1:21-23
　神を認めようとしない場合、人間の力だけに頼ろうとする人々もあるが、人類のうち大半はそこまでの勇気もなく（勇気ではなく愚かな思いこみなのだけれど）、それで何か手頃なものを神として掲げていこうとする。理由ははっきりしている。神では自分の好き勝手に扱えない。でも、この手で作った神なら、自分たちが考え出した神ならば、都合が悪くなれば適当に変化させればいい。何だったら押し入れにしまい込んでもいい。自分たちの望むように語らせればいい。そう、本当の神は面倒でやっかいなのだ。それで神々を作り、身近なものを拝み出す。中には太陽などのように、強力な力を持っているものも含まれているけれど、必ずのように、そういう偉大性を感じられる神々と併せて、ちっぽけな些末的なものも神として名付けられていて、決して人間を圧倒することのないものとして処理されている。さもなければ、偉大な神の背後には人間たちの欲望が渦巻いて、張りぼてのようにして一部の人たちの思いに操られている場合もある。これでは単なるごまかし程度の価値しかない。それが信仰だという錯覚が流布しているから、人々は信仰を軽く扱い、隅に引っ込んでいろ、と怒鳴りつけてくるのだ。
 
 
ローマ　1:24-27
　神への信仰が混乱するようになると、社会の道徳や人間性というものが混乱するようになる。そして、必ずのように、性的な事柄、男女の関係というものが混乱する。
　本来、性的な事柄は人類にとって大事な要素の一つだ。神はこれを意義深いものとして設定されたわけで、だからこそ、人を造られたときにも、男と女を設けられた。人類が増殖する方法は、ほかにもいくらでもありえただろうが、人にとって良きパートナーを置くという観点からも、男女という関係が最適だと、神は選択されたわけだ。
　でも、大事な部分ほど、事態が悪化すると混乱の的となり、最も悲惨な事態を招くことになる。この国では政府広報が、国民の大半は見境なく性的関係を持ち続けているのだと、言い切ってしまっている（モトカレのモトカノのモトカレのモトカノのモトカレのモトカノを、あなたは知らない、と）。
　このことは、単なる欲望を抑えるかどうかの問題ではなく、本当に良きもの、大切なものを見いだしていくかどうかの問題であることを誰もが忘れたまま、人と人との関係は闇の中に沈み込んでいこうとしている。
 
 
ローマ　1:28-32
　ここにあるリストは、人の忌まわしき姿のごく一部を例示しているだけだ。気になるのは、重罪と思われるような部類のものと、日常では些細なこととして扱われているものとが、同じように並んでいる点だ。人はちっぽけな話だと考えているのだが、否、神の目から見ると、それがどれほど悲惨な結末への入り口になるのかが明白、ということだろう。
　もう一つは、このリストは人間関係につながる事柄で占められていることも注目できる。罪の問題は、自分一人の内面の話ではなく、他の人にも影響を与え、被害を与え、いや、攻撃的なものとなっていくのだ。その観点で、自分の姿を点検してみるべきだろう。そうしたら、そこそこまじめにやっているつもりの自分が、しかし、どれほど罪深い存在であるかが見えてくるはずだ。
 
 
ローマ　2:1-3
　この箇所は、異邦人に対して尊大な態度を取っていたユダヤ人を意識して書いている。彼らは、自分たちが律法を持ち、神の民と呼ばれていることを誇りとし、異邦人のような神を知らぬ民（ということは、神の教えに従うこともなく生きている民）とは違うのだという自信を持っていた。言い換えれば、自分たちは神に認められているのだという安心感があったのだとも言える。
　するとどうなるか。そう、わざわざキリストの救いなど用意してもらわなくても、自分たちは大丈夫だということになる。福音は必要がないということになる。でもそれは、高慢で鼻持ちならないという程度の問題ではなく、それこそ死活問題になってしまう。唯一の命綱を、そんなものはなくても大丈夫、と無視しているようなものだから。
　それで、だいじょうぶだと思っている人々に対して宣告される。とんでもない、あなたがたもまた、この罪の中に埋没していることに気づかないのか、と。そこそこまじめに生きている人が多いと言われる日本でも、この難題はけっこう浸透している。救いなど、私には関係がない、大丈夫だと言っている人々の多さを考えると、背筋が凍るように思う。
 
 
ローマ　2:4-5
　ここに書いてあることは、とても大事なことだと思う。パウロが厳しいことを語っている理由、罪を激しく責めている理由は、悪い人間たちをたたきつぶすためではないのだ。もともと、この話の意図は、神の慈愛が人々を悔い改めに導いて祝福を与えるため、である。そこで取りざたされているのは、慈愛と忍耐と寛容である。
　時々、罪の話はつらいから聞きたくない、と言われる。厳しさなどいらないとも言われる。でもそれは、神の意図を誤解しているのではないか。神は善悪を裁いて、厳しく罰することを目指している、たとえば閻魔大王のようなものではない。罰を与えようとして手ぐすね引いて待ちかまえている鬼ではない。何とかして助けたいのだ。救い出したいのだ。そのためにこそ準備をなさってきたのだ。だからこそ、せっかくの福音を投げ出して、我が身を滅ぼそうとしている人々に対しては、激しく、強く、叫びかけてこられるのである。その声の強さは、人を思う心の強さに比例するのだと知っておきたい。これは神の怒りの言葉と言うよりも、嘆きの言葉と言うべきだろう。
 
 
ローマ　2:6-16
　聖書は、一部分だけを取り上げず、全体として読むべきだという忠告を大事にしたいと思う。
　この部分も、ここだけを読むと、なんだか閻魔大王と同じに見えてきてしまう。その人の歩んだ日々が書き記されたえんま帳が開かれて、それぞれのしたことに応じて処罰が決定されるというふうに。むろん、この箇所は決して嘘偽りを語っているわけではない。このような取り扱いは真実であり、正義であり、本来、このように処置されて、それで終わりであったはずなのだ。これが私たちの生きた日々、選んだ道筋の、当然の報いであるのだ。誰もこのような扱いに対して、反論はできない。
　けれど、福音が語るのは、これで終わりではない、ということである。そうやって処罰されて当然の者たちであるのだけれど、けれども神は、そこにあわれみをほどこし、愛を注ぎ、救いの道を用意してくださっている。その前提となる状態、私たち自身の実情を指し示すのが、この箇所の意図だ。もっとも、そういう救いが用意されていることを意識しないで、この厳しさを読むべきかもしれない。そうしたら、赦されたことの重みを、もっと良く知り得るだろうから。
 
 
ローマ　2:14-15
　あなたが刑法199条というものを知らなかったとしても、だから人を殺しても罪にはならない、ということはありえない。40キロ制限の道を200キロで飛ばす者は、ここが40キロの制限だったとは知りませんでした、と弁解しても、何の意味もない。
　人には心があり、基本的な善悪の観念があり、それがそこそこにであっても機能しているならば、自分のしていることの是非は悟り得るからだ。たとえ聖書を知らずとも、存在すら知らなかったとしても、キリスト教のキの字も聞いたことがなかったとしても、何らかの社会の中に生きている限り、人は戒律というものを持っているし、そして、そういう良き生き方とは違う道を歩いていることを知る。
　それに、1:20ではこの自然界そのものが、神の存在を指し示しているのだと言っている。それなのに、神を無視し、神を捨て去り、自分たちが世界の王者になってしまっているのだとしたら、どんな弁解も成り立ち得ないのだ。知りませんでした、では済まないことを、肝に銘じておく必要がある。
 
 
ローマ　2:17-23
　先に述べたように、ユダヤ人のことが出てくる。聖書はユダヤ人に対して厳しい。ローマ書はその理由を後に語っているので、楽しみにしておいてほしい。一方で、問いただされているのはユダヤ人だけではないことにも気づくべきだ。自分は大丈夫、自分は問題がない、と言っている人々は、これらの言葉を突きつけられるべき相手だ。
　とは言え、19-22節を見て、自分はそんなことをしていない、と言い張る人々もあったと思う。そのときは、キリストが山上の説教で語られた基準の高さを思い出すべきだ。自分は大丈夫、ではなくて、自分もまた罪深い者の一人であり、助けを必要としている者なのだと気づくことは、大きな一歩となり得る。
 
 
ローマ　2:24-29
　ユダヤ人は、自分たちは神を認めているから異邦人とは違う、と言っていた。その点は事実である。だが、認めているはずの彼らが、では神の声に聞き従い、神の心を大切に受け止めて生きていたかと言えば、そうではなかった。そんな彼らが「私は神の民」と言っているので、神の名が汚されているという事態になっている。もっとも、そんな者たちと兄弟だと言われることをキリストは拒まれなかった（ヘブル2:11）。神の心は常に、何とかしてこの者たちを助けたい、というところにある。
　それはともかく、神を認めているというユダヤ人の誇りは、意味をなさないことが判明した。結局、外面的に認めていることだけではどうしようもないのだ。ユダヤ人か異邦人かという区別も意味がなくなる。そして、全ての人に対して効力のある福音が、まもなく提示されようとしている。
 
 
ローマ　1:16-2:29
　ここで、今までのところを振り返ってみよう。格別の力を持つ福音が、神から差し出されていた。それが必要な理由は、人間たちが神を認めず、神の敵になっていたからである。人々は神を拒み、自分が神になり、あるいは自分の支配できるものを神にしていた。
　だから、ここではまだ、キリストへの信仰がどうか、という話は出ていない。キリストへの信仰とは、福音への応答の仕方の問題であり、その前の段階、もともと福音がどうして必要なのか、という話である。まずは敬神の心が問われている。この点は整理して考えておいたほうが良い。
　それから、神を認めてきたと自負していたユダヤ人のことが取り上げられ、彼らもまた福音の助けを必要としていることが指摘される。彼らの生き方は、神を認めている姿とはかけ離れていたからだ。
　こうして、全ての人が神の前に、助けを必要としていることが宣告されている。そしていよいよ、大どんでん返しとも言える福音の中身が語られていく。
 
 
ローマ　3:1-2
　第一に、の後、第二に、が出てこないあたりは、パウロの手紙によく見られる癖だ。まあ、論理性よりも中身で勝負、である。
　それで、ここまでユダヤ人の問題が指摘され、ユダヤ人であろうがなかろうが、同じように神のさばきに会うのだと告げられ、とすれば、ユダヤ人であることの意義は何か、という疑問が出てくるのは当然である。それで第一に、であるが、あっさり通り過ぎているので、ユダヤ人であるかないかは福音と救いに関しては、まず影響はない、というのが基本の答えなのだ。
　ただ、一点だけパウロが大事だと言っているのは、「神の言葉を委ねられていること」である。そう、神の言葉はこの福音を人々に指し示すために欠かせない。信仰にとって不可欠。だからこそ、遙かな昔から御言葉を与えられてきたユダヤ民族は、それこそ異邦人などからすれば垂涎の的である。ただし、その意義をユダヤ人自身は放置しているのだが。現代の私たち、クリスチャンにも同じことが当てはまりはしないか。
 
 
ローマ　3:3-4
　検察官の誰かが悪事を働けば、検察全体の評判が落ち、信用ならないという声が強くなる。もしかすると、大多数の検察官はまともで、たまたまの一人に過ぎないのかもしれないが、それでも、世間はそういうふうに見る。だから、神の言葉を預かったはずのユダヤ人自身が悪を歩んでいるのだとしたら、そんな神の言葉にどれだけの価値があるのか、本物かどうかもわからないではないか、という批判が生ずるのは避けがたい。
　このことについて、神の態度は二つである。まずは、人間たちの様々な愚かさと不祥事があろうとも、それでも霞んだりしないだけの、真に輝きを持つものを与えてくださっているということ。中世の修道院が堕落したという話はよく聞くけれど、では一般庶民は神からも離れたのか。いいや、人間たちの愚劣さを嘆きつつも、人々は神の真実を求め続けた。
　もう一つ、神はそういう愚かすぎる者たちを、けれど、吐き捨てはせず、彼らの神と呼ばれることを恥とはなさらなかった。むろん、そのままでよいのではない。だが、神の愛は、トカゲのしっぽ切りや、不始末を犯したら処分、みたいなことには行かないのである。
 
 
ローマ　3:4-8
　神の民と言われる者たちが罪を犯した場合、旧約の事例にあるように、神は彼らを厳しく取り扱う。そのことを通しても、神ご自身の真実と正義は明らかにはなっている（ただし、捨て去るという意図はお持ちでない）。
　ここで、パウロの時代には、愚劣なことを言い出す人々がいたようである。つまり、自分たちをさばくことで神の正義が明らかになっているのなら、自分たちの邪悪さもまた、神にとっては良い評判の機会ということで、だとしたら、こんな自分たちも役に立っている、神のためになっている、堂々として、この悪をやっていて何が悪い、と。世の中には邪悪な部分を担当する人間たちも必要なのだ、という言い分を耳にすることがあるが、それとも似ている。
　もちろん、そんな屁理屈は通らない。ただ、言い訳はいろいろであるとしても、こうやって自分のしている悪を正当化したり、弁解するのはよく見られる。自分が悪いのではなく、世間が悪い、育った環境が悪い、などなど。アダムは、エバなどを自分の側に置いた神が悪い、と言い放っていた。
　聖書の結論は明確である。そういう言い分は決して成立しない。悪事を働いたら、その責任は本人にこそあるのだと。この厳しさをちゃんと受け止めることが、続く言葉の意味を悟らせてくれる。
 
 
ローマ　3:9-18
　罪とは、神との関係が損なわれていることを指すものだ。どんなに立派に生きている人でも、もし、神との関係が崩れているならば、それこそが聖書が問題にしている罪である。
　けれど、この罪は、単に神とぶつかっている、というだけで済むことはない。その害悪は他の人との関係に及び（創世記３章で言われたように）、邪悪さを生み出させ、自分自身も含めて全てを傷つけるものとなってしまう。そして、人はそういう害悪を見て初めて、自分の罪深さに気づくケースが少なくない。だからローマ書は、その邪悪な姿を次々と語っていく。人々の前に突きつける。それは、何とかして自分の陥っている事態の深刻さに気づいてほしいからだ。助けてくれと叫び求めてほしいからだ。この言葉は、単に断罪するためのものではなく、救いのための一歩だ。だからこそ、容赦などしない。仕方がないなどとは決して言わない。強く、強く語るのである。
 
 
ローマ　3:19-20
　律法を行う、という言葉は、人間の取り組む様々な「良い」行いを総括していると思ってよい。つまりは、努力と実績によって評価を得ようとする、報いを得ようとする、そういう取り組みである。慎重に語らねばならないのだが、そういった取り組みを卑下したり、否定しているわけではない。それらは尊いものであるし、大いに推奨されるべきものだ。そして、この人間社会においては、努力しただけ報われるという法則は、何としては守り続けていかねばなるまい。
　ただ、聖書ははっきりと言っている。この世ではそうだ。人間同士の間ではそうだ。でも、もしも神からの祝福を求め、神に認めてもらうことを望むのだとしたら、残念ながら、私たちの努力や功績、実績は、何の効力もない。とうてい届かないのだ、と。良い行いが悪いはずがない。問題は、全く届かない、というところにある。
 
 
ローマ　3:20
　昨日の続きでもう少し思い巡らしてほしい。
　良い行いそのものは、本来は意義がある。でも、目的を取り違えると害悪にすらなる。例えば、近所の家の前を掃除する。近隣の景観を良くして、心地よくしたいというのが目的なら、それはすばらしい。だが、近所の人にお礼を言われたい、ほめられたい、という思いを込め始めると、問題が発生する。そう、人々は必ずしも評価してくれないだろうし、感謝の言葉があるとは限らない。それを不満に思い、いらだちを覚えていくとしたら、せっかくの良いはずの行いが、かえって害をもたらすことになる。目的を取り違えるくらいなら、何もしないほうがよいのだ。
　良い行いはすばらしい。自分も回りの人も幸いにする。だが、これで神に認められると思うなら、期待するなら、それは害悪のほうが大きい。聖書は、効果はない、と明言している。
 
 
ローマ　3:21-23
　効果がない理由は、23節の言葉に注目すると分かる。
　私たちは、ゼロの状態からどれだけ積み重ねれば評価を得られるかと考えているのだが、出発点は全く違うのだ。「罪を犯したので」と書いてあり、泥沼の奥底に沈み込んでいるのが私たちの状況。そこから這い上がってくるのに、私たちの頑張りではまったく効果がない。そういうことだ。
　なお、聖書の言う罪は、基本的には神との関係が破綻していることを言う。神の敵、と言う言葉も出てくる。犯罪に手を染めているかどうかではない。警察も倫理道徳も問題にしないからといって、些細なこととは言えない。大切な友人と喧嘩別れし、絶縁することは、警察も法律も何も問題にしないだろうが、誰もそれを悪人とは呼ばないだろうが、でも、人生における重大な損失であることを思い出すと良い。
 
 
ローマ　3:21-24
　あなたにはどうすることもできない、と言われた時点で、それは本来、絶望を意味するし、滅亡を確定させるものである。
　けれど、そこで終わりでは、つまり「あなたは罪人だ」という宣告だけでは、それは全く福音ではない。神の意図とも違う。人にはできないことを、しかし神はなさるというのが、聖書の呼びかけだからだ。ここにはその新たな道筋が示されている。人にはできない。けれど、キリストが助けを与えてくれることで、道は開かれる。人には何の功績もない。でも、キリストが事を成し遂げてくださる。人ではなくて神ご自身が、そこに福音の核心部分がある。それなのに私たちは、相変わらず、「人は、自分は」ということばかりを見ようとしている。これこそ愚かの極みと言われても反論の余地がない。
 
 
ローマ　3:22
　神の前には平等、という言い方がある。神はえこひいきなどなさらない、という意味合いだが、現実問題としては人はそれぞれ違いがあり、比べてみたら、やはり上下が見えてくる。神は同じように扱ってくださるとしても、人間同士の間では、その違いに目がいくし、他人は何も言わなくても、自分自身の目というものがある。人には様々な姿があって、型抜きされた同一など神はお望みでないことを思うと、この違いというものが様々な影響を及ぼすことは避けられない。
　では、聖書はどうして「何の差別もない」と言うのか。それぞれ、生き方に良い悪いはあるし、努力の程度、犠牲を払った程度にも違いがある。それなのになぜ。理由はこの福音と関係する。そう、すべての人は罪を犯し、神の前にはもはや絶望せざるを得ない状態ということで同じ。多少の善し悪しがあっても、それは結果に何の影響も及ぼさない。そしてまた、救いは恵みによって与えられている。人ではなく神の業であり、すべての人に同じように与えられている。ということは、人々の生き様に大きな差があったとしてもなお、それでどうこうはならない。同じ釜の飯を食うという言い方があるが、同じ恵みに預かっている者として、人はどれほど違いがあっても、それでもなお、神の前には何の差別もあり得ないのだ。
 
 
ローマ　3:24-25
　神が私たちを赦してくださることについて、ルカ15章の放蕩息子の話や、愛というものに対する私たちの安易な考え方から、何か寛容な心で赦してくださるのだと思い込んでいる人は多い。それで、信じるかどうかに関わらず全ての人が救われ得る、という話も出てくる。
　でも、この救いと赦しを実現するにあたり、神は途方もない犠牲を支払っているのだということが、ここにははっきりと書いてある。これは決して、にこにこ笑いながら、「馬鹿な子ね」と頭をなでてくれる、ようなものではない。十字架をご覧になっていたときの父なる神の表情は（などというと、ちょっと人間ぽすぎるけれど）、これでもう大丈夫という安堵ではなくて、つらさを必死でこらえているものに近いはずだ。福音について考え、救いについて考えるとき、神の担われた痛みを忘れてはならない。
 
 
ローマ　3:25-26
　神ご自身の義、という言い方が目に留まる。義という漢字は、正義という単語を思い起こさせるけれど、これを「神の正しさ」と言い換えてしまったら、かなり意味がずれてしまう。むしろ、「本来あるべき状態に戻ってきて、きちんと収まった」というふうにでも言ったほうが似つかわしい。人が罪を犯して神から離反した瞬間から、この世界は大混乱に陥った。神としては人を愛されているのに、人は勝手に飛び出し、自らを滅ぼし、そしてまた、神としてはそれこそ悪は認められず、罪は罰さねばならず、これでは八方ふさがりとしか言いようがない。それを神は、ご自分の力と犠牲によって、事を整え直し、人間たちを解放し、本来あるべき状態へと回復させてくださった。これは人にとっては万々歳、神にとっても念願の達成であり、大喜びであるわけで。そんなことが「神の義」という言葉には見ておきたい。
 
 
ローマ　3:27-30
　話が戻ってきた。誇っている人間たち、自分の力で救いの資格を手に入れるのだと言っている人間たち。確かに人々は熱心で、犠牲的で、でも、人々は何も成し遂げられず、誇れるものなど何もない。どうして私たちの頑張りを認めてくれないのか、と詰め寄る人々に、ローマ書はこのように語るのだ。全ての人は罪を犯し、神からの栄誉は不可能で、ただ一つだけ、キリストにある恵みによって、ようやくのことで助かっている。それが分かるなら、どうして誇ったりできるのか、と。
　だから、神は全ての人にとって、同じように意味があり、同じように取り扱ってくださり、ユダヤ人も異邦人も、その違いは神の前には、救いにおいては、何の意味もない。全ては神の恵みで実現することだから、である。救いのすごさを、私たちはさっぱり見ていないのだ。
 
 
ローマ　3:31
　律法について、あるいは人の行いについて、かなり否定的なことが語られてきた。それで、こういう問いになっている。でも、大きな思い違いがある。一つには、ここまで律法に冷たい言葉が投げかけられてきたのは、あくまでも人間たちの行為と思い込みが間違っていたからである。律法としては、まさにとばっちり、いい迷惑とも言える。
　だから、律法の真の意義を指し示し、そうすることで、行いによって達成しようとする愚行を押しとどめていこう。そのつもりの言葉である。ただ、例によって話は飛んでいき、もちろん後でこのテーマは語られるけれど、底流としてはあるのだけれど、この問いかけへの答えそのものは、ずっと後で、別の形で扱われることになる。
 
 
ローマ　4:1-5
　ここにある「報酬」と「恵み」の比較は、聖書全体を理解する上で、とても大事な話だ。報酬が悪い分けではない。ただ、神の前に真に価値あることとして示されている事柄、愛することも、赦されることも、それらは結局、報酬の概念では成り立たず、恵みとしてだからこそありえるものだと気づきたい。そうすれば、恵みでしか手に入らないものを、何とかして報酬として獲得しようとしている私たちの愚かさを思い知るに違いない。
　恵みとは、そんな資格がないのに与えられ、何のお返しもできずにいるのに祝福される、そういうものである。だからこそ出てくるのは何よりもまず感謝であり、そして、誇ることなどあるはずがない、ということになる。神に向かう姿勢は、ここに基本がある。
 
 
ローマ　4:6-8
　報酬ではない、という話がされている時に、ダビデのこの言葉が引き合いに出されるのは、かなり衝撃的だ。彼は大きな罪を犯し、そして赦された。信じられないことに、再び神に受け入れられた。現代であれば、ウリヤの遺族は断固として抗議したかもしれない。正義の神が何なのだ、と言われたかもしれない。それでも、彼は赦された。
　私たちが与えられる祝福を説明する際に例として取り上げられたのは、このような状況なのだ。これでもまだ、「私の功績が私を救った」と言い張る人があるとしたら、言葉を失う。
 
 
ローマ　4:9
　何事につけ、ともかく自分に都合の良いように話を持っていこうとする人はいるものだ。アブラハムに与えられた「恵み」について語ると、「なるほど、それはすばらしい。やはり、アブラハムは特別に選ばれた人なのだな。だからこそ、こんなあり得ない恵みが与えられた。同じように、こんなすごい恵みは、アブラハムの子孫である自分たちだけのものだ」と言い出すわけである。ローマ書がここまで、ユダヤ人だけ別格などということはありえない、という話をしてきたことを無視して、うまいこと話をねじ曲げる。残念だけれど、そういう類のことはよくある。幸い、この点に関しては、この後パウロがばっさりと切り捨ててくれているけれど、私たち自身の聖書の読み方においても、よくよく気をつけておく必要がありそうだ。聖書を自分のほうに引き寄せてはいけない。自分が聖書に寄り添うのだ。
 
 
ローマ　4:9-11
　この論法は、ちょっと強引かな、と思ったりもする。でも、相手が無茶な話をしているのだから、このくらいのことを言ったほうが良いとも思える。
　アブラハムが特別だから恵みが与えられたのだ、という主張への反面である。人々は、アブラハムの正統性を割礼と結びつけて考えていたので、その点を突いて、アブラハムが神から祝福されたのは、割礼が命じられる前だったことが告げられている。つまり、割礼の有無は関係ない、ということである。つまり、ユダヤ人かどうかは関係ない、ということである。
　でも、この少々強引な話も、やはり意義がある。おかげで、アブラハムは全ての人にとって「父」であるということが指摘できるようになっているから。それは明日の箇所である。
 
 
ローマ　4:11-13
　神がアブラハムという存在を、人間への祝福において重要なものとして考えておられることは間違いない。創世記12章はそのことを明確に語っている。そのアブラハムが、割礼を受ける前も、受けた後も、神によって大切に扱われている。つまり、割礼の有無といったような、本人の意志に関わりなく定められていく区別というものは、神の祝福を左右することはないのだ。氏素性、民族、階層など、そういうものは関係がない。ただ、信仰によりとあるように、その人自身が神の前に求め、祈り、主を慕い願うならば、それでちゃんと祝福は届く。
　それなのに、私たちは信仰以外のものを気にしすぎている。福音に対する本人の反応を見る前に、この人はクリスチャンからは遠いとか、近いとか、ふさわしいとか、ふさわしくないとか。神のなさっていることに、これほど反していることはない。そして、しばしばその愚かさは、自分自身に向けられて、どうせ自分など、と言い出すのである。ああ、なんということか。
 
 
ローマ　4:14-16
　ここで「律法」という言葉で指し示されているのは、一つには行いによる評価という過ちであり、そしてまた、氏素性的なもの、ユダヤ人という律法を与えられていた民族に属するかどうかで決まる、という過ちである。ローマ書がこの件で意識しているのはユダヤ人なので、彼らに当てはまる二つの問題が、律法という言葉に集約されている。私たちはここに、両方の指摘が込められていることを意識しておくべきだろう。そしてこれは、人類が常に抱えている課題であるのだが。神の祝福への正しい理解を妨げるものは、人間社会と人間関係をも破壊するものとなっていることに、気がついてほしい。
 
 
ローマ　4:16-22
　アブラハムの信仰が、大切な鍵として指し示されている。それは、神を信頼することにこそ物事の判断基準を置く、という姿勢である。アブラハムが直面したのは、どう考えても不可能としか判断できない事態だった。神に逆らうのは難しいと言うならば、聞き流して忘れたことにでもするしかない、そういう事態であった。
　だが彼は、冷静な判断よりも、神の言葉に重きを置いた。それはちょうど、友の言葉を真剣に受け止めるのと似ている。常識的に不可能と思える友の計画を聞いたとき、もし、それを笑って聞き流すとしたら、それは裏切りでしかない。本気で反対するか、さもなければ、どれほど無理だと思っても協力するか。それが友情の姿だ。
　神はアブラハムを「友」と呼ばれた。アブラハムはそれにふさわしい姿勢を示している。私たちの判断基準は、結局は自分の理解なのか、それとも、神を信頼することなのか。この違いはとてつもなく大きい。そこに「義とみなす」という言葉が当てはめられている。
 
 
ローマ　4:21
　この「堅く信じた」という表現は、創世記を知る者としては、何だか気恥ずかしい。アブラハムは決して、微動だにせず神の約束を信じ続けたわけではない。困難を感じて別の方法を目指したこともあり、だからイシュマエルが生まれた。親戚の子に譲ることを考えたときもあった。アブラハムもまた、一人の弱い人間に過ぎず、しばしば愚かなこともしている。
　でも、聖書は彼のことを「堅く信じた」と言っている。それは、最後の最後において、結論として彼は、神の言葉を信じ続けることにしたからだ。失敗はあるだろう、力不足も多々ある。迷いに迷ったとしても、それでも結論として、神の言葉を信じることにした、というそのことこそ、行き着くところはどこかについてこそ、「堅く」という言葉は当てはめられている。
 
 
ローマ　4:19-21
　この出来事は、信仰を生きる具体的な姿を考えさせてくれる。
　アブラハムの信仰は、子どもは生まれるとの神の約束は実現する、というものである。この場合、クリスマスの降誕とは違うので、高齢であることを別とすれば、通常の妊娠と出産である。つまり、アブラハムは妻のサラと関係を持ち続けていた、ということである。人間的に考えれば、もう無理、という状況であっても、である。神の言葉を信じるということは、単にぼうーっと待っているということではなくて、自分のなすべきこと、できることはしていく、ということも含まれているのだ。同時に、求められている行動そのものは、必ずしも困難に満ちているわけではない。イサクを献げる話とは違い、年齢的に云々を別にすれば、夫婦として通常の姿でもある。そしてもう一つ、諦めずに継続する、というものでもある。多くの場合、信じて行動するとは言っても、ある一度、覚悟を決めて、というふうであることが多い。けれど、彼らの行動は、いつ、その結果が現れるかはわからない。気長に、そして、焦らずに、今すぐに結果が出るかどうかもわからないままに、地道に取り組んでいく部類のものだ。
　それが、この時の「信じた」と言われている行動である。私たちの言う「信じる」というのと比較してみたい。
 
 
ローマ　4:23-25
　私たちのため、と書いてあるように、アブラハムの姿は私たちが問われている信仰と、その結果を指し示すものだ。アブラハムはあり得ないとしか思えない状況で、しかし、神の約束を信じた。自分には考えられない話だけれど、それでもそうなるのだと信頼した。
　ローマ書はここまで、行いや功績ではなく、神からの一方的な恵みによってこそ救われるのだと語ってきた。それは人が考えてきた神との関係とは全く別のあり方で、そんな論理は人の間では通じないもので、だからこそ、恵みなどに頼るのは不安で仕方がない、やはり自分の力で、と思いたくなる部類のものだ。でも、どれほど自分には考えられない話でも、神の約束を信じて、そうなるのだと信頼して歩むならば、そう、アブラハムの時と同じように、祝福は必ず与えられるのである。だからアブラハムのことは、大事な実例・証拠なのである。
 
 
ローマ　4:24
　イエスを死者の中からよみがえらせた方、という言い方は、神を指し示す際によく出てくる。使徒の働きを見ると分かるように、初期の弟子たちが福音を伝える際に、中心的に取り上げたのは、キリストの復活であった。死んだ人がよみがえることはありえない、というのが人間の常識であったから、そこを打ち破ることができる方こそ、真に期待できる、信頼できる神であるということである。また、死を打破した方こそ、どんな事態をも撃破して救いをもたらしてくれるキリスト、救い主として間違いない、という意味合いでもある。時々、キリストの復活を観念的に扱ったり、弟子たちの心によみがえったのだと説明する人々がいるけれど、その程度のものなら世の中にいくらでもある。そんなものでは絶対的な信頼を置くには全く足りない。もし、キリストが本当に死を打破していないとしたら、私たちは今なお、絶望の中に取り残されることになるのだ。（第一コリント15:17）
 
 
ローマ　4:25
　このことは、後にもまた語られるのだけれど、罪を赦し、救いを与える神の恵みは、私たち人間の側からすれば全く無償であるが、その実現が気軽になしえたものではないということは、決して忘れてはいけない。このことを実現し、かつ、人には負担させないと決断された時点で、神はご自身がとてつもない犠牲を背負う覚悟をなさったのである。神は広い心で寛容に、にこやかな笑顔をもって人々を赦してくださったのではなくて、自らの心を切り刻む思いをもって、赦しを用意してくださったのである。だからこそ、十字架がある。そして、十字架抜きでは、救いは存在しない。私たちは恵みの豊かさを心から喜び、楽しむのだけれど、そのために支払われている犠牲を、決して忘れてはいけないのだ。
 
 
ローマ　5:1
　神との平和、という言葉は、大事なキーワードである。平和が語られるということは、争いがあり、対立があった、ということだ。私はよく、「神と喧嘩をしている」という言い方を使う。より正確には、神に喧嘩をふっかけている、とすべきだろうが。
　ヨナが神に逆らって逃げ出し、嵐に遭ったとき、彼の告白を聞いて、他国の人々は驚き慌てたと記されている。「なんでそんなことをしたのか」と。素直に考えたら、あり得ない話のはずだ。神と喧嘩をするなど、アフリカゾウと相撲を取ろうとするよりも愚かすぎる。けれど、人はそうする。エレミヤ2:10-13は辛辣だが、事実である。でも、それなのに、である。神が呼びかけられたのは平和の約束であり、そのための行動であった。これを驚きと言わずにいられるだろうか。
 
 
ローマ　5:2
　神の栄光を喜ぶというのは、砕けた言い方にすれば、「神様ありがとう」と叫ぶとか、「神様ってすごいね、最高」と言うことである。まあ、感情表現の仕方は、人それぞれである。感極まって踊り出す人もあるだろうし、感動に打ち震えるからこそなおさら、静かに、静かに、たたずむ人もある。人に押し付けたりしなければ、どちらでもいい。ただ、最初の感動そのものをちゃんとつかんでいよう。そして、「ああよかった」と心から喜び、そして確信しよう。神は間違いなく救いを与えてくださったのだ、と。救いの確信という言い方がある。本来、こんな奇妙な言葉はない。神のなさることに不安があるというのか。それとも自分に不安があるのか。もともと、人の力には何も依存していない救いであるのに。戸惑う暇があるなら、神の約束に耳を傾けていたほうがずっといい。「あなたを救った」と呼びかける神の言葉に。
 
 
ローマ　5:3-5
　患難を喜ぶ理由は、その先にあるものを知っているから、である。決して、患難そのものを楽しいと言っているわけではないし、歓迎しているわけでもない。難行苦行の観念は、福音にはない。だが、私たちはその先を知っている。神の祝福がちゃんと待っていることを知っている。ここを通り抜ければ絶対に。今の困難、患難は、一時的なものに過ぎない。そう知っているから、失望落胆はしない、絶望はしない。神の愛が注がれているということは、どんなことがあっても見放されることはない、ということだ。諦めるのは間違っている。自分のことも、他の人のことも。人間の目には厳しく見えていても、それが全てに見えていても、神の愛が注がれているところに、もうだめだ、という言葉は似合わない。
 
 
ローマ　5:3-4
　先にあるもの、だけでなく、ここには患難の中にいる時の体験と状況そのものも、十分に価値があると告げている。ただし、強い信念で頑張る、という話ではない。ちゃんと先に光があると知っているからこそできる話、である。
　患難があっても、先があると分かっていれば忍耐もできる。１キロ先からは渋滞が解消すると知っていれば、短気な人でもかなり心穏やかでいられるだろう。そうやって忍耐していれば、その人の資質というものも訓練される機会を持てる。希望のない事態の中で訓練されるのは無理だ。大丈夫と確信できるときこそ、自らの心を整える良い機会となる。
　そうやって鍛錬されると、物事の受け止め方が変わってくる。最初に見ようとするのは、目の前の厳しさではなく、神が共におられるかどうか、希望をこそ、まず探し始める。そうしたら物事は大きく変わる。患難はまだあるだろう。でも、それわ向き合う自分のあり方は全く別のものになる。
 
 
ローマ　5:5-11
　希望の源は、神の愛だ。自分の力でも、実績でもない。その愛がどのようなものなのかを示す例として、罪の赦しと救いのことが取り上げられている。希望の話をしたかったのか、それとも、人を救う神の愛を語りたかったのか、主役はどっちだと突っ込みを入れたくなるけれど、ローマ書の語りは、複雑に織りなしつつ、様々な真実を伝えてくれる。
　罪人であったものを救ってくれる神の愛があるのなら、どうして目の前にある患難に絶望していられるだろうか、ということだ。不可能を可能にして道を開いてくださった神がおられるなら、患難に崩れ落ちている場合ではない。だろう？
 
 
ローマ　5:5
　私たちに与えられた聖霊、という言い方は、時々出てくる。それで、聖霊のことを、神の力の一部分であるとか、天使のようなものだとか、いろいろと推測されてしまったこともある。けれど、聖書全体を見ていくと、明らかに聖霊は、神ご自身としての崇拝が向けられている。だとすれば、この言葉はよりいっそうの驚きとなる。神は三位一体の神である方を、私たちに「与えて」くださっているのだ。単なる力ではない。能力云々でもない。はっきりとした意志をお持ちで、かつ、人を心から愛してくださり、だからこそなさること、そしてあえてなさらないことがあるという姿勢をお持ちの方。そういう聖霊なる神が「私たちに与えられて」いるという事実は、キリストが人となられたことと並んで、神の並々ならぬ決意を見せてくれているではないか。
 
 
ローマ　5:6-10
　不敬虔というのは、神を信じないこと、神を神とも思わずに捨て去り、蹴飛ばしているということである。それを8節では罪人と語るし、10節では敵という言葉が出てくる。こんな相手のために犠牲を払って助けてくれるなど、あり得ないことである。少なくとも、私たち人間はそんなことはしない。できない。むしろ、敵は絶滅させてほしいと願う。やられる前にやり返すのだと叫んでいる。
　人の常識と正義はそういうものだ。でも、だとしたら人は、滅ぼされて当然のものだ。その正義から言えば、神は人を滅ぼすべきなのだ。けれど、神はそういう相手のために身代わりになった。このありえないことが実現したからこそ、神の愛は確かで、希望は間違いない、と言える。どんな患難があっても、終わりということはあり得ない。ローマ8章でもそのことが朗々と歌われている。
 
 
ローマ　5:9-11
　神の愛がどれほど大きくて、また確実であるのかは、決して忘れてはいけない。それを見失うと、救いに自信がなくなるだろうし、喜んで生きられる土台が消え失せる。神の存在はむしろ恐怖となり、戸惑いと不安、いつ見捨てられるのかとびくびくして、何とかして神のご機嫌を損ねないようにと、必死で尽くし、あるいはおべっかを使うようになる。神の前に正しく生きることを問うよりも、神の愛に気づいているかを問う方が、はるかに有意義でもある。さもないと、希望のない暗闇の中で、神に恐怖しながら生きていくことになってしまうから。
 
 
ローマ　5:12-14
　相変わらず、パウロの語りは脱線が多い。けれど、おかげで大事なことも知ることができる。
　律法が与えられたのはモーセの時代である。もし、罪が律法への違反行為なのだとしたら、それ以前は成り立たないということになる。30キロの速度制限という規定がなければ、40キロで走っていて、スピード違反だと取り締まられることはありえないように。でも、むろんのこと、モーセ以前から罪はあるし、人々もそれを自覚していたし、聖書にも書き記されている。だとすれば、罪とは律法に違反しているかどうかでは測り得ないもの、次元の違う話、ということになる。
　それはそうだろう、と多くの人は納得するだろうが、しかし、相変わらず多くの人は、法律や社会通念に違反していなければ、罪など無縁だと言い張っている。それは、モーセ以前は罪を責めることはできなかったと言っているのと同じようなものだ。
 
 
ローマ　5:12-20
　キリストの死が全人類にいのちをもたらすなど、ずいぶん無茶な話ですね、という批判されたら、だって、最初に罪が入ったのだって、アダムという一人によるじゃないですか、と答える。聖書には時々、冗談のようなだじゃれ的表現もあるけれど、これは本気の論理である。それだけ罪の力は大きかったわけだが（その力は私たちも日々体感しているはず）、それを覆すほどの偉大な力が、この救いにはある。これはなかなかにすごい話で、また、ほっとさせられる。
　神の御業というのは、そういう感じである。人のなすことは、力の限界もあるわけだから、少しでも多くの協力で進めるのが一番。手段も、機会も多い方がいい。でも神のなさることは、そんな不安とは無縁。確実に、絶対に、間違いなく、救いは達成されている。
 
 
ローマ　5:14-19
　ここで語られていることは、罪はアダムから始まった、ということを大前提として告げられている。つまり、パウロにとって、聖書にとって、人類の始まりはアダムであるということは、様々な論理、教えの基本的な要素のようなものだったことになる。
　時々、天地創造のことを、おとぎ話、あるいは例話、寓話の類として説明する人がいる。もし、聖書が創世記のその箇所以外、「世界は神が始められた」程度のことだけしか語っていなかったら、一つの読み方として可能だったかもしれない。けれど、聖書はあちこちで、創世記にある話が現実のものであることを前提とした話を繰り返している。おおもとが単なる例話だったら、良き教えと言われるようなものも含めて、聖書のかなりの部分が、たわごとの類になってしまうだろう。パウロは馬鹿ではない。もし、天地創造が観念上の話だったら、こんなふうに盛り込んだりはしなかったはずだ。でも彼は、堂々と、むしろ必要な、欠かせない要素として、アダムたちのことを語るのだ。
 
 
ローマ　5:15-17
　同じような論理だと言っていたのだが、アダムとキリストでは決定的に違うのだということも、指摘されている。罪と恵みの違いでもある。
　壊すのは簡単なことだ。やり方を工夫すれば、巨大なビルでも一瞬である。作るほう、いのちを生み出すほうは、そうはいかない。長い年月と労苦が必要になる。割に合わない対決である。でも、もっと違う点がある。壊す取り組みは、壊すことはできても、それでおしまいだ。先はない。次の現場に行って、また、おしまいを投げかけて来るのみ、である。
　でもいのちは、大きくなっていく可能性がある。いや、先へ進んでこそ、いのちと言える。生まれた瞬間は、スタートを切ったと言うだけでしかない。その後が大事なのだ。だから希望もある。人々も集まり得る。このいのちは成長して、やがて次の種になる。決定的な違いである。
 
 
ローマ　5:20-21
　律法の存在意義が、簡潔に語られている。いやいや、律法が罪を増加させたわけではない。もともと存在していた罪を、律法の存在によって明らかにし、人々に自覚させた、そういう役割を果たしたということである。
　わざわざ外から指摘されなくても、人には良心というものがあって、という話もよく聞く。けれど、冷静に社会を見回せば、その良心が著しく壊れていることを認めないわけにはいくまい。確かに、良い機能を発揮する場合もある。だが、何の警告も発さず、罪を指摘することも、引き留めることもできずにいることもあまりにも多すぎる。
　律法によって、人がまともに生きられるとは言えない。指針としての役割すら不十分なものだ。でも、この律法がなければ、人は相変わらず自分勝手に生きるばかりで、世界全体を支える良き価値観など、とうてい見いだせないのだ。私たちは律法によって生かされることはない。だが、救いを求める必要があることに気づかせてくれる可能性は確かにある。
 
 
ローマ　6:1-2
　この箇所は、恵みの論理を理解しない人々が、愚にもつかない揚げ足取りをしてきたのに対する反論だ、というふうによく聞かされてきた。事情としてはそういうことが発端の箇所かもしれないが、その中身は単なる反論ではなくて、ちょうど良い機会だと言わんばかりに、罪という課題に取り組むパウロの言葉が語られているのだな、と思って読むのがちょうどいい。
　すべてのクリスチャンには一つの悩みがある。せっかく罪を赦されたのに、救いも与えられ、いのちまでもらったのに、罪とは決別し、何一つ罪を犯さない生き方ができているかと言えば、これが全くだめ。罪など犯さなくなるという点では、可能性すら全く感じられない。いったい自分たちは何をしているのかと、失望落胆してもおかしくない。そういう現実を目の前にして、信仰者たちの心は悩みに縛られてしまっている。この後の箇所は、そのことを説き明かし、私たちに希望を与えてくれる。
 
 
ローマ　6:1-11
　なおも罪の中に生きていられるはずがない、のは、この箇所で何度も何度も出てきている、キリストのいのちをかけてまで神が救いを与えてくださっているからだ。
　いられるはずがない、という言い方は、二つの意味合いで考えておくほうが良い。一つは、私たち自身の意識の問題で、そこまでしていただいているのに、どうして神の愛とあわれみを裏切ることができるのか、という話だ。罪なんてたいしたことないぞ、適当にやっていればいい、と自堕落に生きている者に対する痛烈な呼びかけである。いやこれは、態度の不真面目さだけではない。この世の流れに振り回されながら、仕方がない、所詮人間なんてこんなものさ、とつぶやいている者たちにも、でもキリストは、いのちまでかけたのだぞ、それを仕方がないで済ませるのか、と問う。あきらめとごまかしに対して、ローマ書は鋭く切り込んできている。
 
 
ローマ　6:2
　なおも罪の中に生きていられるはずがない、ということのもう一つの意味合いは、私たちの意識以前に、それはありえない、不可能だ、ということである。だって、神は人を救われたのだ。これだけの犠牲を払って助け出されたのだ。それなのに、何も変化がない、ということがあるか。人が相変わらず罪に縛られているということがあるか。確かに人の現状は、罪の中にいる。だが、それはもはや、どうすることもできないままに縛られているのではない、と告げられている。そこから抜け出すことができる。必ずできる。神はそのようにしているのだと、そう告げられている。もちろん、人自身の力では不可能だ。でも、私たちには味方がいる。神ご自身という味方がいる。その方が助け導いてくださるなら、不可能と思えるような脱却も、決して絶望するものではないはず。
　どうしてそこで座り込んでいるのか。道はすでに開かれているのに、気づいていないのか。そう、問いかけられている。
 
 
ローマ　6:3-4
　キリストの死にあずかるバプテスマ、というのは、ちょっと馴染みにくい言い方で、わかりやすいとは言い難い。だがここには、私たちの救いの源が、御子の犠牲にこそ置かれていることが指し示されている。
　私たちの救いが確かなものであることをはっきりと示してくれるものがふたつある。一つはキリストの十字架、神の御子がすでに犠牲を払ってくださっているという事実。いつか助けてあげるよ、という約束だけではなく、もうすでに事は実現しているのだ。私たちは自分には自信がない。でも、神はすでに事を済ませている。不安になったら、十字架を見上げるべきだ。
　もう一つは、バプテスマ。信仰を歩み始めた時に、私たちは神の教えに従ってバプテスマを受けた。ちょっとした気の迷いとか、単なる思い込みではなくて、神の指示通りに行動した。事実をねじ曲げて、あったことをなかったことにするのでない限り、私たちは神の呼びかけにしっかりと応じたのだ。それなら、あれでよかったのか、不十分ではと、勝手に不安を抱え込むべきではない。神は決して、言葉を右に左にするような、不誠実な方ではないのだから。
 
 
ローマ　6:5
　キリストの死につぎ合わされて、と書いてあるけれど、私たちの信仰状態はそんなレベルに達してはないし、恍惚的な神秘体験でつぎ合わされたわけでもない（聖書ではそういう部類の体験が強調されてはいない）。私たちがしたことは、ただ、神の約束を聞いて、それを信頼してついていくことに決意して、その信仰を告白するバプテスマを受けた。自信を持って言えるのはそこまでである。与えられた約束に似つかわしい生き方ができているかと問われたら下を向くばかりだし、神のことをどれだけ分かっているのかと問い質されたら無知と無理解をさらけ出すだけ。それなのに神は、こんな私たちを、キリストの死とつぎ合わせたと語られる。それも仕方なく、不承不承ではなくて、満面の笑みで、天に歓喜の叫びを轟かせつつ、である。神が私たちを愛して下さっていること、何としても取り戻したいと必死に求めて下さっていることを、痛感させられるばかりだ。
 
 
ローマ　6:5-8
　私たちはもっと自信を持っていい。いや、安心していい、と言うべきか。日本のクリスチャンはどうも遠慮がちで、謙虚でと言うべきか、神が自分を愛して下さっていることについて、今ひとつ自信を持とうとしない。大丈夫なのだということについて、いつも戸惑いがち。だから、喜びの感覚が薄い。交際を始めたり、結婚した人というのは、誰が見てるわかるほど、心が喜びで一杯になっているものだ。ちゃんと愛されているという体験は、その人の心にいのちを注ぎ込むからだ。それなのに・・・。
　神はちゃんと愛しておられる。溢れるばかりに、そして、絶対という言葉が出てくるほどに。何しろ、キリストの死とつぎ合わされ、そらにはキリストの復活まで持ち出されて、神の全能の力とその御心の全てが注がれていることは明らか。だとすれば、人間の側がよそ見をしているのだとしか言いようがない。せっかく与えられているものから目をそらし、私は何も持っていない、と愚かにもつぶやく。それは悲劇でしかない。
 
 
ローマ　6:7-11
　罪からの解放という言葉を、もはや罪は犯さない、というふうに読み込んでしまうと、聖書全体の指し示しているところからずれてしまう。「試みに遭わせず悪からお救い下さい」と祈りなさいと告げられたのはキリストご自身。人にはいつもその攻撃には弱すぎるほどに弱い。何一つ肯定はできないけれど、事実としては人はなお、罪を犯す。
　でも、その前後はどうか。犯さずにありたいと真剣に願って祈る。犯してしまった時には心から悔いて、神の前に祈り願う。そういう態度を取るのか、それとも、まあ仕方がない、こんなものだろう、と言って立ち去るだけなのか。そこには、罪に生きることを当然と考えている罪の奴隷と、自分の居場所はこんなところのはずがないと必死に戦う、キリストにあって生かされている者との違いがはっきりと出てくる。罪に勝つ方法は、努力や自己練達ではなく、神に祈り求めることである。
 
 
ローマ　6:11
　神に対して生きている、というのはすごいことだ。罪からすれば、神に顔向けできないはずの者たちである。自分の状態を顧みるならば、とうてい神に受け入れてもらえそうにないと、すぐにわかる。こんな者の祈りなど聞いてもらえるはずがないと多くの人は考えて、だから、牧師や神父の祈りならば神に届くだろうとか、聖人やマリヤに仲介してもらおうとする。
　でも違うのだ。私たちはちゃんと自分で神の前に立てる。神に振り向いてもらえる。神の笑顔を仰ぐことができる。恐怖に震えている必要はない。神に対して生きている者だとしたら、そのはずである。神の約束はそう告げている。たぶん、それでも人は自信がないだろう。その感情は簡単には消えない。だから11節にあるように、「思いなさい」なのだ。いろいろと目に着くものはあり、自信を喪失させるものもあり、神に関わるなど恐怖だと言うものもある。でも、神がそう言われているのだから、そう「思う」のである。それが神の望みだから、そして、他に道はないのだから。
 
 
ローマ　6:12-14
　ここまで読んできて、それで初めて、罪に生きることについて、「やめよ」と宣告されている。いや、７章の嘆きからすれば、罪と完全に関わりを断ってしまえるわけではない。今なお引きずることであるし、問題は起こる。それでもローマ書は断言する。そして、私たちはやはり、こうして断言されるべきなのだ。言われることによって気づくことができるし、できない自分にも気づかされるし、だからこそ神に祈る思いも切実なものになる。できない現状があるからといって、それがなかなか変わらないのが事実だとしても、それだからと、仕方がないね、と諦めてしまうのは、神の前に生きる姿ではない。
　むろん、罪を断罪するだけでは何にもならない。ローマ書もすでにかなりの言葉を用いて、福音の中身について語り続けているのだ。この労を回避して、厳しい言葉を語ることはできない。
 
 
ローマ　6:13
　罪に従うな、という教えは、しかし、「否」という宣告だけで終わってはいない。「むしろ」と続くように、代わりに何をすべきか、どこへ進むべきかが語られている。そして、このことが重要だ。
　イエスの語られた例話に、心の中を掃除する話がある。悪いものをきれいさっぱり片付けるのだが、そのまま空き家にしておいたら、以前の悪いものが戻ってきて、こいつは住みやすいぞ、と仲間も引き連れてきてしまう、という話だ。人の心は空っぽにしておくことはできない。何かが必ず入り込んでくる。仏教では無我の境地とか、空ということが語られるけれど、それがどれほど困難か、修行をしている人々はよく分かっているはずだ。
　聖書の教えは、空にしておこうと努力するのではなく、良いもので満たすことを勧めている。悪を行わないようにするには、善に取り組むことだ。もちろん、完全さを目指す話ではない。神はこの点についての原意かをご存じだ。そのことをわきまえるなら、この取り組みは非常に意義がある。
 
 
ローマ　6:15-19
　15節の言い分はあまりにもひどい屁理屈だ。けれど、そんなものがまかり通っているのが現実かもしれない。そして、印籠のようにして掲げられるのが「自由」という言葉。せっかく神が与えてくれた自由を、精一杯使わないでどうする、そんな声が聞こえてきそうだ。
　ローマ書は、もはや善悪の基準から語ってはいない。人は何ものにも影響されず、依拠もせずに生きることなどできないのだと語られている。価値観という言葉に置き換えたら、現代人には分かりやすいか。何の価値観も持たずに生きられる人はいない。良きことを大事にする価値観か、それとも、放縦を切に求めていく生き方を重視するのか。
　心の奥底まで深い影響を与えるものは、物質的な特性としての依存性があるものだけでなく、身の回りのほぼ全てである。だからこそ、何を選び、何を大事にしていくかは、相当に重要なのだ。
 
 
ローマ　6:20-23
　23節は有名な言葉として暗記されていることも多い。そのまま取りだしても十分に意義があるが、一連の箇所が扱っていたのは、自由というものが取り違えられて、むしろ自らを奴隷におとしめている事態への憂慮である。好きなように生きる、という言い方は魅力的かもしれないし、責任は自分で取ればいいのだ、というふうに語られて人々を惹きつけていることも多い。けれど、そんな感覚では罪の影響から逃れられないのだと知っておきたい。しばしばパウロや、あるいはイエスご自身のことも、旧来の慣習からの脱却、自由を説いたと見られているが、それは間違った把握だ。主もパウロも、昔から継承されてきたものだから否定していたわけではないし、戒律的に束縛することを嫌ったのでもない。人々の間で語られていたものが、神の祝福を受け取って行くことを邪魔するものだったから、否、と言ったのである。そこを勘違いして、革命家扱いする向きもあるのには困惑させられる。
 
 
ローマ　7:1-6
　またまた、風変わりな論理が展開されている。けれど、当時の感覚では大いに納得しやすい説明だったのだろう。ちなみに、パウロの書いた手紙でも、全てが残って聖書の一部になっているわけではない。彼の手紙は諸教会に回覧され、繰り返し読まれたのだが、その中で、人々が神の呼びかけにしっかりと向き合える部類のものが残され、そうでもないものは、パウロの著でも忘れられていった。とすれば、私たちにはちょっと戸惑う論理でも、当時の人には最適であったのだと理解するのが適している。どうも私たちは、自分の感覚を基準にして聖書の記述にあれこれ批判を加えようとするけれど、それよりも、語られていることの中身をきちんと読み取ることにエネルギーを注いだ方がずっと意味がある。
　この箇所は、律法をやり遂げられるかどうか、で物事を判断していた時は終わったのだ、なぜわからないのだ、という切なる訴えである。
 
 
ローマ　7:1-6
　誘拐された人が解放されたら、どうするか。ああ、やっと自由だ、と言って、遊びに出かけるのか。それとも、一目散に家に帰り、無事を喜び、そして、自分のいるべき場所に急いで戻ろうとするのか。自由にされたからこそ、では、どのように生きるのか、何をするのか、ということが、より強く問いかけられる。縛られている時は、どうすることもできなかったのだとしても、である（自ら望んで縛られたのだから、責任は免れないが）。だから、救われて自由になったからこそ、善を生きることに真剣に向き合うことになる。神に認めてもらうためではない。救いのためでもない。ここが自分の本来の居場所だからこそ、である。そのことに気づいた時、その人の生きる姿勢は変わる。
 
 
ローマ　7:7-12
　律法の存在意義について取り違えているぞ、ということだ。指摘されなければ、人はなかなか自分の罪深さを知ることができない。だから、何が善で何が悪かを指し示してくれる律法は不可欠である。けれど、そうやって指摘されれば正しく生きられるのかと言えば、それは不可能。14節から後にも出てくるように、私たちは悪を行い続けている。指摘され、警告されるだけではどうにもならない。事を動かすことができるのは、ただ、神の力による救いのぬ。そういう意味から、律法ではなく神の福音にこそ力があると言われている。人はすぐ、神ではなくて律法に依存しようとする。それは、律法を守っているぞ、というのは要するに、自分の力でやり遂げました、ということと同類だからで、神に助けてくださいと願うのはいわば降伏だから、それで何とかしてそこにだけは行かずに済ませたいと願ったりする。律法が悪いのではない。相変わらず自分自身に頼ろうとしている人間の姿が、律法を本来の意義から狂わせているのである。
 
 
ローマ　7:7-14
　9節にある「律法なしに生きていた」という言葉は、何歳の頃はどうこう、という話ではなく、抽象的な想定だけれども、あえて律法なしの時代ということを思い浮かべるなら、エデンの園に当てはまるだろう（モーセ以前ではなく）。そして、善悪の知識の木を思い出す。あの木自体にどのような効力があったのかについて聖書は沈黙しているが、結果的に言えば、木の実を食べて神に背くことを通して、人は罪を体験し、その深刻さ、重大さを知ることになった。でも、別の方法で、善悪を知ることもできる。そう、神に従い、神と共に生き、その幸いを一杯に味わうことを通して、これこそ選ぶべきものだと確信する、という方法である。暖かい草原でひなたぼっこをしつつ太陽はすばらしいと知るのと、くらい地下牢に閉じこめられて太陽はすばらしかったと知るのと、どちらが幸いか。律法が禁止事項を多く含んでいるのは道理である。そして、すでに罪に落ちてしまった人間にとって、律法による指摘はどうしても必要。でも、幸いの中でこそ神を知ることができていたら、どんなにか良かったことかと思う。
 
 
ローマ　7:14-25
　この混乱、葛藤こそが人の抱えている現実だ。善を願いはする。いい加減でよいなどとは決して思わない。それでもなお、自分たちがどれほど罪深いかということを痛切に思い知らされるばかりの日々。神の救いは大転換を与えてくれているけれど、それでもなお、この課題からは自由ではない。いや、逆か。こんなにも罪の中に生きてしまっている者たちなのに、それでもなお、神を求め、真実を求め、善を願い求めていこうとする心が与えられていることが、実は驚きであるのかもしれない。
　この事態を、しかし、ただ嘆いているわけにはいかない。私たちのなすべきこと、それは、自らの罪深さを痛感しつつ、だからこそ神に祈り、神に求め、助けを願い続けていくのみである。
 
 
ローマ　7:24-25
　この二節のギャップは心に響く。24節でみじめだと投げしているにも関わらず、25節では感謝という言葉が出てくる。そう、人はあまりにも罪深いのだけれど、しかし、それでもなお神の助けと救いは備えられているのである。放蕩息子が父親の財産を食いつぶしたのは事実であり、息子と呼ばれる資格がないのも事実だけれど、それでも父親は喜んで迎え入れ、宴会をして歓迎し、我が子よと呼んでくれる。ここに、福音の持っている驚きが表明されている。
 
 
ローマ　8:1-3
　５章あたりから語られてきたことのまとめが、この８章には記されている。９章から話のテーマが変化するので、８章を読みながら改めて５章からを読み直すと有意義だろう。
　罪に定められることはない、とは、罪を犯していない、ということではない。現実としては罪があり、そのことを悔いるべきなのだが、それでもなお神は私たちを断罪はなさらない、というのだ。理由は、キリストによる贖いであり、赦しが与えられているからだ。律法にはできないというのは、正しく生きることで神に認められるという手法のことで、理論的にはあるけれど、人には不可能。キリストに頼る以外に道はないのである。私たちがどのように生きるのか、どんな基準で、何を目指して、あるいは、その原動力など、全てのことは出発点であるこの点、キリストのゆえに赦されている、という点が出発点となっていく。もし、この贖いを忘れてしまったら、信仰者としての生き方は成り立たないだろう。
 
 
ローマ　8:4-11
　進むべき道筋に関して、二つの点が指摘されている。一つは、キリストの犠牲によって救われて、神の恩恵を受けている者として、やはり、目指すべきは神に従うことだ、という点である。失敗はある、挫折もあるだろう、自らの罪深さに涙もする。無理だという思いは募るはずだ。それでもやはり、こうありたいと願うのは、神に従う道筋。自分にできるかどうかではなく、そうありたいと願い求める。恵みを受けた者だからこそ、である。
　もう一つは、その実現性について。聖霊の働きかけが鍵なのだと告げられている。人にはできない。意志は持てても、実現する力はない。聖霊が働きかけて、影響を与え、力を与え、押し出してくださる時にこそ、この道筋は開かれていく。失望や落胆はわかるけれど、それでも聖霊の働きかけを、助けを信じなさい、ということである。人には不可能でも神にはできる。この信仰を忘れたら、何も始まらない。
 
 
ローマ　8:12-17
　神の子ども、なのである。驚くべきことに。７章で、自分がどれほどみじめな、罪深い者であるかを嘆いていたのに、それでもなお、神の子どもとされている、のである。もし、「神の子ども」認定委員会の審査員になったら、どれほど厚顔無恥であったとしても、間違いなく不合格とするにちがいないのに。だからこそ、恐怖という言葉が出てくるのだし、奴隷という言葉も出てくる。人が、自分のありさまと神の聖なるお姿とを考えるならば、激しい葛藤に襲われて当然だし、それこそユダヤ人のように、必死になって律法を守るしかないと自分を追い込むことにもなるだろう。それが当然だ。けれども、神の子どもなのである。キリストと肩を組んで、共に相続人となることができるのである。なぜ人は、神の御業をもっと詳しく知りたいと願うのか。それは、神の子どもとして与えられている恵みを、もっと知りたいから、であろう。
 
 
ローマ　8:18-25
　被造物というのは、人間以外のもので、神によって造られたもののことを言う。時々、人間が神のかたちに造られていることから、人間だけが神と関わることができる、というふうに理解されているけれど、この箇所を読むと、ちょっと違うかな、と思わせられる。確かに、共同相続人として神の御子と肩を並べる（！）ことができるのは人間のみであるし、神が人間を特別に扱っておられるのは確かだ。でもそれは、他の被造物はどうでも良い、と無視しておられるとか、せいぜいが道具に過ぎないと考えておられる、ということとは別である。ノアの洪水の時も、神は動物たちのことについて心を砕いておられた。自らの特権的な立場ということを思うと、とたんに他の存在を見下し始めるのは、まさに人間の罪深さの表れである。むしろ人は、これら被造物のために果たすべき責任がある。この密接な関係があるからこそ、被造物は人間のためにうめくのだ。ガイア思想やアニミズムとは別だ。神の前にあるものとしての、神に服するもの同士としての、そういう大切なつながりである。
 
 
ローマ　8:23-25
　私たちはうめいているのだ、と書いてある。神に受け入れられ、神との平和が実現し、神の子とされ、それでもなお、うめいている。７章に書いてあったように、罪の課題を引きずっているからだ。あっさりと、きれいさっぱり、などとは聖書は告げていないのだ。
　けれど、そういううめきがあったとしても、だからもうだめだとか、自分は神に見捨てられているのだとか、失格なのだと思うのは間違っている。まだ実現していないのは当たり前だとローマ書は言う。だって私たちは「待ち望んでいる」のだから、と言う。待ち望むということはつまり、これから先のこと、ただし、神が確約してくれていて、だから絶対と言える、でもまだこれからのこと。それなのに、どうして今の自分がだめだからと言って、それで終わりだと勝手に決めつけるのか。ありえない、ありえない、と必死に語りかけているローマ書である。
 
 
ローマ　8:26-27
　とりなし、である。神は私たちのために、とりなす方を準備してくださった。とりなしとは、本人が祈り願えないから（理由は様々だ。失望落胆、神への恐怖心、あるいは神を思う心が崩れつつあったり）、それだから、代わりに祈り願ってくれること。祈りの言葉も思いも、あっけなく崩壊していくのが人の現実であることを思う。最後の頼みの綱である祈りまでもかき消されてしまう。でも、そんな決定的な危機においても、なお、大丈夫と言える。私たち自身の代わりにとりなしてくださる方がいるからだ。むろん、それなら自分は祈らなくてもいい、などと言い出すのは愚劣すぎることで、まさかね。でも、神の用意された計画は確かだ。確実なとりなしが、私たちのためになされている。聖霊によって。
 
 
ローマ　8:26-27
　とりなしが、聖霊によってなされていることの重大さを思う。神である方のとりなしが、通らないはずはない。しかも聖霊は、私たちに与えられているもの、と聖書には表現されている。三位一体の神であるのに、神の側ではなくて、人の側に立って下さっているということだ。キリストご自身もそうだ。29節に出てくるように、人と同じ側に立たれた（ヘブル書にもある）。神と人との対立であり、ようやくの平和なのだと語られていたのに、私たちがなんとか想像できるのはその程度までなのに、神の計画はもっと先を行き、聖霊を、あるいはキリストを、私たちの側に立たせ、むしろ、私たちの味方とされている。それぞれの意味合いは少々異なるが。でも、あえて言うなら、人にこそ加担しておられる。そのように計画されている。人々を助けるためにはそれしかないから。神のなさり方には、唖然とさせられるばかりだ。
 
 
ローマ　8:28-30
　益としてくださる。何をどうなさるのかは、私たちにはわからないことが多い。私たち自身の期待とか、これが一番と考えていることとも食い違うことがあるだろう。当然でもある。人の思いはしばしば愚かであり、ここまでずっと語られてきたように、邪悪なものにすらなりがちである。そんな自分の罪深さを嘆いていたはず。だとすれば、神が用意してくださる最善とは、きっと私たちの思いとは別のものになるだろう。もし、私たち自身の願い通りになったとしたら、神の御心と同じ思いを抱くことができた幸いを、大いに喜びたいものだ。でもそれは、たぶん、ごくごく珍しいこと。だから、神のなさる最善が、私自身の思いと異なっていても、それで慌てたり、戸惑ったりはすまいと、心に言い含めておきたいものだ。
 
 
ローマ　8:28-30
　なぜ、神は必ず最善をなしてくださるのか。そう信頼できるのか。その根拠はここまで語られてきたように、キリストご自身が私たちの兄貴となってくださっていて、聖霊も与えられていて、というところにある。人の問題性は繰り返し、口を酸っぱくして語られてきた。けれど、そのどうしようもなさをすら乗り越えていく神の確実な導きも、語られてきていた。だとすれば、最善は必ずなるのだと、そう信じるべきだ。神はすでに、すべてを与えてくださっているのだから。状況にばかり動揺せずに、神の確かさを見ていきたいものだ。
 
 
ローマ　8:31-39
　印象深い、そして大事な箇所である。神に対して不安や戸惑いばかりが先に来ている私たちとしては、この箇所は何度も繰り返し読み、尋ね直しておきたいものである。
　不安の理由は、ひとつには自分たち自身の問題に気がついているから、こんな者が助けを与えられるとは期待できないぞ、ということ。それから、神を知らなすぎて、摩訶不思議な存在として考えていて、それだから信頼感が持てない。まあ、知らない相手を信じることができるはずもないのだが。でも、知らないのは神が隠しておられるからではなくて、人が知ろうとしないから、耳を開いて聞こうとしないから。
　でも、そんなことで神のもとで安心を手にできず、そして、失望や落胆ばかりが先に来ているのだとしたら、味方をしてくださる神を知らないのだとしたら、こんなに悲惨な話はない。目の前に用意されている食事に気づかず、見ようともせずに餓死していくようなものだから。
 
 
ローマ　8:31
　チーム競技のスポーツなどで、「誰それが味方で良かった、あいつだけは敵に回したくない」という言い方がされることがある。その人のすごさをよく知っているからこそ、そしてまた、味方にした場合の信頼性についても心から確信しているからこそ、の言葉だ。
　だとすれば、神を敵に回すことの愚かさはどれほどのものか。いや、敵とは意識せずとも、頼ることを敬遠し、関わりを面倒と嫌うのはどうか。人は自分の利益を追求する、と言われている。けれど、最高の味方をむざむざ捨て去ることをしていて、いったいどこに利益追求などあるのだろうか。結局人は、最高の幸いを投げ捨ててでも、神を拒もうとしているのだ。それとも、自分のしていることに気づいていないのか。神の約束は明快だ。あなたの味方になろう、そう告げられている。
 
 
ローマ　8:32
　神のことを今ひとつ信頼しきれない、という人は、この箇所を読み直すと良い。神はすでに限界線を越えて、私たちの味方になる側に踏み込んできて下さっている。今もし、気が変わったからといって手を離してしまうとすれば、それは、キリストの犠牲を地に投げ捨てることを意味する。ありえない、そんなことは決してありえない。気まぐれで御子のいのちを代償にするなど。
　神の決意は、御子を与えるほどに、というレベルのものだ（ヨハネ3:16）。イエスは言われていた。もし、言葉が信じられないというなら、神のなさっていることを見よ、と。キリストの生涯と、そして十字架の犠牲は、私たちに神の心の確かさを示している。もし、神がわからなくなったら、ここに戻ってくるのだと心に刻んでおきたい。
 
 
ローマ　8:33-34
　訴えると言われているのは、ヨブ記からするとサタンのことを意識しているようにも見える。が、ローマ書の流れからすると、律法に違反しているといって攻撃してくるユダヤ的な勢力が念頭にあるのだろう。責め立てて、失格だ、おしまいだと言う声は、現代もまた鳴り響いているように思う。これまでも語られてきたように、私たちは罪と決別した生き方を目指すべきではある。罪の束縛から解放されたのだから。でも、今のところ完全にはなり得ない。それを、これがだめ、あれがだめ、と否定することばかりが語られていく傾向は、確かにある。そして意気消沈し、自分は神から見放されたと立ち去っていくとしたら・・・。もちろん本人自身の責任ではある。だが、つまずかせたことの重大さも深刻だ。もう一つ、責め立てる声がある。それは自分自身。自分で自分を裁いて、断罪して、結論を出してしまって、神の恵みや助け、赦しのことをすっかり忘れていることがある。この箇所からすると、これらは皆、神への反逆だ。
 
 
ローマ　8:34
　とりなす、と書いてあるところに注目しよう。そう、とりなしなのだ。すばらしいと高く評価しているわけではなく、立派だからご褒美をあげようと言われているのでもない。人々が攻撃し、責め立てるのを間違いだと言うのは、この者たちは立派で正しいのに、ということではないのだ。
　とりなし。それは問題があるからこそ、である。罪がある。神への逆らいがある。出来事そのものとしては、確かに訴えられて当然なのだ。断罪も当然という状態ではあるのだ。けれど、神の赦しがあり、義認があり、とりなしがある。だから、責めて断罪するのは間違いだと指摘されている。神は全てをご存じで、決して見落としているわけではなくて、それでも受け入れて下さり、愛して下さっている。このことと、無実なのに断罪された、と抗議するのとは、意味合いが全く違う。それが分かっているなら、私たちにできることはただ、神の前にひれ伏すことだろう。
 
 
ローマ　8:35-39
　厳しい事態というものは必ずある。そして、神との関係に問題が生ずることは大いにあり得るのだ。とりあえず平穏無事です、という人は、とてつもない幸いをいただいているのだと、心から感謝した方がよい。ここには様々な部類の問題が列挙されている。おそらく私たち自身は、その一つに直面しただけでも倒れてしまうのだろう。
　しかし、それでもなお圧倒的な勝利者となり得る。私たちが強いからではない。神の恩義に応えようと頑張ったからではない。ここには「どんなことがあっても神の愛から離れたりはしない」とは書いていない。神の愛が私たちを捕まえて放さない、決して、何があろうとも。そう約束されている。だとしたら、どんなことがあろうとも、我が身の無力を痛感しても、もうだめだと言うべきではない。嘆いてもいい。泣きわめいてもいい。それから言うのだ。それでも神がおられる、と。
 
 
ローマ　9:1-3
　パウロとユダヤ人が衝突していたことはよく知られている。だが、ここからの箇所を見ると、パウロの本心が見えてくる。彼は同胞であるユダヤ人のことを切に案じ、その混乱と神からの離反に心が崩れ去るほどに嘆いていたのである。
　相手と波長が合わず、意見が対立し、激しく言い争い、実際、その相手に問題があって、だから真っ向から断罪するということと、相手に親近感を覚えられず、あるいは嫌うということとは、少なくともパウロにとっては別の話なのだ。キリストも、自分に良くしてくれる人を愛したとしても、それが何の意味があるのかとおっしゃっていたことを思う。問題のある子ほどかわいい、という言い方が日本にもあることが思い浮かぶ。
 
 
ローマ　9:4-5
　ユダヤ人がこの時点でキリストにそっぽを向いていたことは現実であり、福音に対して否定的な見解を抱いていたことも事実だ。でもパウロは彼らの持つ意義を指摘する。それは長い歴史を通じて神の取り扱いを受け、その呼びかけを継承してきたことにある。この民が問題あることは旧約の時代からはっきりしていた。でも神は、その民に預言を委ね、救い主の誕生と活躍の場を託した。むろん、まっさらな人々の中でもキリストは活動し得たし、贖いも可能ではあっただろう。しかし神は、神の言葉と共に長い時代を生きてきた人々を、例え彼ら自身がその御言葉に反していたとしてもなお、そういう経験を重ねてきた人々の中でこそ、キリストの取り組みは最も効果的に進められると考えられたのだ。その場その場の熱心や真剣さも良い。それと共に、長年培われていたものの意義をも、とりわけ日本のようなキリスト教新興国では強く意識しておくべきだと思われる。
 
 
ローマ　9:6-13
　自分が受ける祝福、と言う点だけで言えば、イサクだけ、あるいはヤコブだけに絞り込むのは、ずいぶん理不尽な話だと憤慨されても不思議ではない。エサウは、ヤコブに後継者としての立場を奪われた時、泣き叫んでいた。でも、誤解がある。アブラハムの後継とは人生の豊かさや幸いの約束を手に入れることではない。それは最初に与えられた使命、世界の人々に神の祝福を届けるという使命を受け継ぐものであった。むしろそれは厳しい日々を招くほどのものだ。だからこそ、神はイサクだけ、ヤコブだけと選んで、特別に受け継がせている。この世的な祝福であれば、アブラハムの他の子どもたちも、エサウも、ちゃんと手にしているのだ。
　しかし、イスラエル民族はせっかく託された使命と立場の意味を理解せず、到来した救い主に従って歩むこともしなかった。それゆえパウロは、血縁はなくてもアブラハムの信仰を受け継いでいる異邦人信者たちに深く関わっていく。これはむしろ、神ご自身が旧約でなさってきたことと同じなのだと告げられている。
 
 
ローマ　9:6-13
　昨日書いたように、イスラエルが「選ばれた民」と呼ばれていることの意味合いを考えるなら、聖書に出てくる「選び」という言葉をどう受け止めるのか、問い直す必要があると思う。聖書には確かに、神はある人を選び、救いに至らせるという趣旨の表現がある。これをその人自身の祝福だけしか考えずに読むと、では選ばれなかった人はどうなるのか、という混乱した議論が出てきてしまう。でも、聖書は明らかに、そういう論議を意図していないし、使徒たちもその課題があるとは考えていない。前提がずれているのだと思われる。神が人を選ばれるのは、その人に責任を負わせ、役割を果たさせ、人々のために仕えさせるため。だとすれば、これは確かに選ぶべきものであろう。役割ということが救いに関する「選び」のすべての意味合いではないけれど、この点をきちんと踏まえた上で改めてこの選びということを見ていこうとするなら、理不尽だの不公平だのという論議ではない、別の視点から選びに関する教え全体を知っていくことができるだろう。やはり私たちは、自分のことしか考えようとしない、のである。
 
 
ローマ　9:14-18
　不公平というのは、つまり、その人がしたことに応じた報いを返すべきだ、という話である。たとえばコンビニの店員は、100円支払う客には、100円分の商品を渡す。その法則を守らずに、相手次第で差し出す商品の値段が違っていたら、これを不公平だと言うのは正しい。
　だが、神がそういう法則に縛られるべきだとしたらどうなるか。忘れてはいけない。人は救いを手に入れられるようなことは何もしていない。できない。人の業績に応じた報いを用意するなら、それはつまり刑罰であり、滅びである。神に応分の取り扱いを求めるなら、救いはありえないのだ。
　救いが可能になり、祝福が届くために不可欠なのは、神が応分の法則を打破して、ご自分の主権で事を進めてくださることである。不正なのではなく、何とかして私たちを助けようとされるからこそ、神はご自身の主権を前面に押し出して、強権を持って事を動かされる。
 
 
ローマ　9:19-24
　21節からすると、19節は「神がある人に信仰を与え、ある人をそのまま放置する」ことについての話ではなく、「神がある人を特別に用い、ある人はその役割には任じない」ことについての文句と考えたほうが良いのではないか。一連の箇所が指摘している神の主権は、救うかどうかではなく、特別な使命を与えられて神のそば近くに置かれるかどうか、に関するものだ。確かに、神のそばに置かれれば、何かと得なことはあって、何よりも神の言葉に頻繁に触れることができる。神の御心をそば近く聞き知れることは、確かに幸いなことだ。
　でも、そういう特権的な立場が、そのまま信仰につながるとは言えない。ユダのことを思い出そう。彼はイエスのすぐそばにいた。ほぼ全ての教えを直に聞くことができた。彼はまさに特権的な立場であり、そしてまた、使命を託された者であり、でも、キリストを拒んだのだ。
　私たちは神の与える特権というものを、いつも誤解している。
 
 
ローマ　9:19-23
　この論議をユダヤ人の場合で言うならば、こうなる。
　彼らは「今、自分たちが神から遠ざけられているのは、神が決めたことであって、それに逆らえない」と言いつのり、それだからキリストを信じなくても責任はない、と言い張る。神が異邦人を選ばれたのなら、自分たちユダヤ人が離れるのは当然だ、と。
　けれど根本的な誤解がある。神の選ばれた民とは神のために尽くす責任を担うということだ。一方、その役に就こうが就くまいが、神を信じ、神に従う生き方を選択することには何の妨げもない。これが忘れられている。
　それとも、神が別の人に苦労を背負わせているのを見て、あの人ばかりずるい、えこひいきだ、と言うのか。それは単なるやっかみであり、自分の不信仰についての言い訳に過ぎず、そして、自分にもちゃんと用意されている救いの恵みを見ようともしない愚かな態度である。
 
 
ローマ　9:24-26
　あわれみの器なのだ。決して自分の功績ではない。私たちの業績は救いにはとうてい足りない。あわれみだからこそ、神による一方的な祝福だからこそ、神の愛が注がれたからこそ、この救いは実現している。だからこそ、律法に関して何も成果のない異邦人もまた、救いを受けている。ユダヤ人は悟るべきなのだ。この人々が救い出されている以上、自分の力に頼るばかりの姿は全く愚かなのだ、と。
　ホセア書は、夫を裏切って逃亡し、没落して悲惨な状態にある「妻」を迎え入れるという話である。そのことを踏まえつつ、「我が民でない」とか「愛さなかった者」が救いを受けていることの意義を、よくよくかみしめる必要がある。ユダヤ人と異邦人の壁が取り払われたのは、救いに関して何一つ分け隔てない神の取り扱いがあったからこそ、である。
 
 
ローマ　9:27-29
　ユダヤ人に対して、さらに明確に告げられている。自分たちはイスラエルの一族だから大丈夫、と言ってはいられないのだ。すでに９章前半でも語られたように、アブラハムの子が全て契約の継承者ではない。彼らのような特別な扱いを受けてきた者たちだからこそ、危機感を持って、自分がちゃんと救いを手に入れられるのかどうかを、問い直す必要がある。難しい課題が求められているわけではない。使徒２章のとおりに、悔い改めて福音を信じればいい。だが慢心はいけない。それこそ身を滅ぼす愚かさである。そして、かつてバビロン補囚の時、完全に捨てられたはずのユダヤ人が、ちゃんと残されて、復興していることを見る時にも、必ず助け出すとの神の約束は間違いのないものであることを、ぜひぜひ、分かってほしいということであるのだ。今の日本に暮らす私たちにとっても同様である。
 
 
ローマ　9:30-33
　神はイスラエル人を嫌ったわけではなく、イスラエル人だから拒絶したわけではない。人々が神を拒み、神の助けを押しのけた。つまり、自分の力、自分の業績、自分の行いによって認められることを望んだ。神が愛とあわれみによって赦しと救いを与えると呼びかけているのに、それを受け入れず、必要ないと言い、私はちゃんとやれるから大丈夫だ、と言い張り続けた。自分の業績に対する正当な報いとして祝福が与えられることを要求した。だから恵みである福音とは衝突した。そして、自分の行いを評価してもらうだけでは、当然のことながら失格で、義と認められるはずもなく、神の国の門をくぐる資格を獲得することはできなかった。信仰によって追い求めるか、それとも行いによって追い求めるか、そこが分岐点だとはっきり指摘されている。
 
 
ローマ　9:30-33
　どうして人は、ただで与えると約束されている神の恵みを拒んで、自分の頑張りで道を切り開くことを選ぶのだろうか。そのほうが大変なのに、厳しいのに、そして多くの人が薄々気づいていることだけれど、やり遂げることはできないのに。
　自立心？いいやそんな格好の良いものではない。怠け心を嫌うから？まさかね。正しくあることへの欲求？否、自分の力に頼る人間世界がどれほどおぞましいものを生み出し続けてきたかは一目瞭然だ。
　神の前にひれ伏したくないのだ。自分が頂点でいたいのだ。自分が自分の神、とでも言おうか。時々、とても厳しい事態に陥って、自分たちの無力を痛感すると、神を頼ろうとする心も芽生えて、福音にも思いを傾けやすくなるのは、自分が、自分がという思いの裏返。だから平穏に戻ると離れてしまう人も少なくない。
　神の御業、神の御心をもっとしっかりと受け止めていきたい。そこから離れるなんてとうてい理性的な判断ではないということを、よくよくかみしめておくためにも。
 
 
ローマ　9:33
　キリストのことを「つまずきの石」と呼ぶのは、私たちとしては少々ためらわれる。キリストは決して人々をつまずかせようとしているわけではなく、少なくともこの点では試しているわけでもなく、ごく単純に祝福を与えようと呼びかけているだけなのだから。でも、そんな呼びかけと衝突してしまっている人々がある。
　キリストとしては、ほかに方法はない。行いによる道もＯＫだと言うわけにはいかない。その道で神に至ることは不可能だから。ただそれは、人々の思いを問う試金石になっていることは確かだ。結局のところ自分しか信じず、自分の力にだけ頼り、自分は大丈夫だと言うのか、それとも神に頼り求めるのか。神は必死の心を隠しつつ、私たちに問いかけておられる。とても大事なこととして。
 
 
ローマ　10:1
　再びパウロは、自分の同胞であるユダヤ人に対する熱い思いを口にしている。パウロは多くの場面でユダヤ人と対立していた。この手紙でも激しく格闘している。結果、いのちを狙われるほどにもなった。パウロはそういう対決を回避するわけにはいかなかった。福音をごまかすことはできないから。でも、だからこそなおさら、同胞への切なる思いを何度も口にせずにはいられない。
　私たちはどうか。このような感覚を、とりわけ身近な人々に対して抱いているのかを問い直してみたい。一般論を語るのは比較的楽なことだ。でも、もしもそこに、直接顔を見ている相手、見知っている相手への意識が込められていなかったら、空虚なものになってしまうのではないか。
 
 
ローマ　10:1-3
　ユダヤ人の何が問題であったのかを、端的に語る大事な一言である。彼らは大いに熱心であった。尊敬に値する、偉大な人間としての努力でもあった。けれど、その方向は間違っていた。逆だった。彼らが目指したのは人間の力で何とかすることであり、神が用意している福音は神ご自身の力による恵みとしての救いであったからだ。
　何のため、ということによって、物事の価値や意義は大きく変わる。鑑賞としてはすばらしい絵も、彫刻も、ろう細工も、そして実物も意義がある。だが、空腹を満たすためならば役に立つのは一つしかない。どちらでも良いとは言えない。世の中に様々な思想や宗教があるが、頭ごなしに全てを否定する必要はないし、そういう姿勢には違和感を覚える。けれど、神に至り、救いを手にするために役立つものは何かという観点なら、それは違う、という話が出てこざるを得ない。この区別は大事なことだ。
 
 
ローマ　10:4-7
　改めて言うが、律法が悪なのではない。律法には律法の役目があり、意義がある。ただし、律法はキリストによる救いの代わりにはなり得ない。
　私たちが求めるべき救いがどこにあるのかを語る、なかなか印象深い箇所であるが、申命記30章からの引用を使っている。6節は、遠くまで出かけていって探し求めることを言うが、そんな必要はない。むしろ、そうやって人の力に頼り続けるのは、私たちの前に立って連れ登ってくださるキリストを、進路妨害だと排除するのと同じことになる。7節は、申命記では海のかなたに行って捜すという話だが、パウロは言い換えて、死後の世界を自分の力でどうにかしようとする姿として語っている。それは、せっかく与えられているキリストの死を無意味なものとして投げ捨てることと同じだと言うのだ。
　この手紙がクリスチャン相手に書かれていることを思いだそう。彼らはもちろんキリストを大事だと思っている。ユダヤ人クリスチャンもその点は同じだ。だが人々は、そういう自分の信念に反してキリストを放り出しているのだと告げることで、その過ちに気づかせようとしている。自分の行動に頼り始める時、それがどれほど良い業であったとしても、気をつける必要がある。
 
 
ローマ　10:8
　前の部分の続きだから申命記30:14からの引用だけれど、もっとよく知られている箇所としては、申命記6章がある。そう、神がせっかく用意してくださり、犠牲も払ってくださり、誰でも手に入れられるようにしてくださったのに、私たちが勝手に難解にし、手の届かないものにし、あるいは、神の助けを封印して自分で頑張れと教え諭している。そうすることで、人々が神に至ることを妨げているとしたら、そこにあるのがたとえ神に対する熱心さであったとしても、とうてい認められるはずはなく、神への徹底的な反逆と同類だと指摘されるのは当然だ。
　すぐそばにある、ということ、とても大事な真理である。すぐに手が届く、ちょっと差し出せば与えられる。願えば与えられる。どのような経歴を持っていたとしても、である。ローマ書は必死になってそのことを強調している。人間には、そんなふうにして誰かを赦したりすることがあまりにも困難なので、神の呼びかけも信用しないのだろうか。神は人間とは違う。その心は、はるかに力強いのだ。
 
 
ローマ　10:8-10
　口と心というのは、すぐそば、ということを語るための表現なのだが、パウロはそれを活用して、信仰の姿を説明している。つまり、口で告白することと、心で信じること、である。
　口では主と告白し、心では復活を信じる、という区別は不要だ。もともと聖書の表現には、似たようなことを二つの言い方で重ね合わせるようにして伝える手法がある。ここでも、口で告白することと、心で信じることは、二つで一つの意味を持っていると理解して良い。ともかく、「主」であることと「復活」である。
　主とは、いのちを与え、救いを与えてくださった方として認め、また、そういうつきあい方をします、という意思表明だ。結婚の誓約で言えば、あなたを愛します、という表明につながる。復活のことは、神にはその力があるという信頼の表明であり、結婚ならば相手の誠実を認めることにつながる。この救いは人間の力ではなく、ひたすら神の力によるものだから、神の力の確かさを信じられるかどうかは、決定的な意味を持つ。そして新約聖書は繰り返し、復活の出来事こそが神の確かな力の表れだと告げているのだ。
　それでこの二つのことを、心でも信じ、口でも告白するのである。
 
 
ローマ　10:11-13
　信頼ということが大事に取り上げられている。神を信頼し、神の約束を信頼し、だからこそ、神が遣わされた救い主を信頼し、それゆえにこそ、その腕の中に飛び込んでいこうとするような、そういう生き方のことが語られている。
　それを信頼できないから、神の言葉に耳を傾けるよりも自分自身の業績、頑張りに目が行く。ちゃんとやれているだろうかと問い、これだけ頑張っているのですから、神様、当然に見返りはありますよね、と言う。まさにユダヤ人の生き方だ。でも、キリストがおられる以上は、そんな生き方は必要がないし、むしろ愚かに過ぎ、せっかく与えられている恵みの意味を忘れさせるばかりのものだ。それはせっかく与えられている救いの恵みを放棄することになってしまう。だから必死で語られている。この方は信頼できるのだ、と。私たちはその問いかけをちゃんと受け止めているのだろうか。
 
 
ローマ　10:12
　聖書が語る平等、区別がない、ということの源がどこにあるのか、ここにはっきりと書いてある。主を呼び求める者であるという一点において「同じ」であるならば、そのほかにどれほどの違いがあろうとも、それでもなお、人は皆平等であるのだ。
　違いを否定しているのではない。人間同士としての評価の違いもあるだろう。偉大なる歌手と素人に同じ出演料を払うべきだとは思わない。相手の偉大な才能に心酔し、心が打ち震えることもあるはずだ。そういう場合に、もし彼も我も等しく神の前にひれ伏す者なのだという視点が欠落してしまえば、きっとその相手を神にしてしまう。あるいは、自らを神として君臨させようとする。
　人間の違いだけを見ていたら、そうなることは大いに予測できる。神の存在と、その方を呼び求める者としての自分であり、相手であることこそが、正常な社会を形成する鍵にもなっている。
 
 
ローマ　10:9-13
　信じるとか呼び求めるということがすべての鍵なのだと語られているのを見て、戸惑う人は少なくないはずだ。神が約束しているのは最大限の祝福であり、一切の問題を解決する力なのだ。罪からの救いとは、この世界と人生の根本を改変するものとなる。それなのに、要求されているのは信じることであり、呼び求めることである。その程度でいいのかとの戸惑いがあっても不思議ではない。まさにつまずきの石である。
　でも、これしかありえないのだ。人には自分の罪を償う方法はない。どれほど努力を積み重ねても足りないのだ。そんな者たちが助かる可能性は、ただ一つ、神のあわれみしかない。だから神は、人に立派になることを要求しない。そんなことをすれば人はまた愚かにも取り違えて、自分の力で救いを手に入れたのだと言い始めるから（参照：創世14:22-23）。もちろん神は、人が正しく生きることを望んでいる。それは人自身にとっても幸いなものだから。救いを確信した後では、こういう教えもなされている。でも、そういう期待が先になって、人々が救いの本質を取り違えてしまうならば、元も子もないのだ。だから明確に言われている。呼び求めれば救われる。
 
 
ローマ　10:14-15
　なぜ福音を伝えるのか、についての大事な答えがここにある。救いは主を呼び求めることと深く結びついているのだと語られてきた。でも、深刻な問題がある。呼び求めるということは、その相手を知っているということだ。いや、知らなければ、呼び求めるかどうかの選択すらできない。とすれば、何とかして知ってもらうということが必須となってくる。そしてこれは、すでに主を知っている者たちの役割だ。信じるかどうか、呼び求めるかどうかは、本人が選択するしかない。強要はできないし、しても意味がない。でも、伝えることはできる。知らせることはできる。せめて、ちゃんと選択できるように、そのための材料を届けることはできる。いや、せねばなるまい。知恵を尽くして、様々なアイテムを用いてでも。芽が出るか、育つかどうかは、神の御手に任せるしかない。だが、種を蒔き、水を注ぐことは人のなすべき業なのだと、第一コリント3:6でも語られている。
 
 
ローマ　10:16-21
　福音を伝える際に、この箇所は覚えておいたほうがいい。さもないと、失望落胆して、挫折感を味わってしまうだろうから。福音を聞いても、知らせが届いても、それでも信じない人はあるのだと、はっきりと語られている。それはとても残念で、我慢がならないことだろうが、でも、それが事実なのだと告げられている。私たちは自分のなすべきことについて、真剣である必要がある。適当とか、ごまかしをしているのだとしたら、それは猛反省が必要だ。でも、結果については私たちの問題ではない。それを、結果についても自分が背負い、100%の反応を自らに要求してしまったら、それは熱心ではなくてもはや、神の領域を侵害していると言わざるをえない。熱意を持って取り組むのはすばらしいことだが、自分が頑張ればそれでうまくいく、と考えてしまうのは、思い上がりである。
 
 
ローマ　10:19-21
　ここで語られていることを、広く一般的に、神を信じない人々についての説明として受け止めるのは無理がある。もともとパウロは９章からのところで、イスラエル人と異邦人の関係について語っている。ここでもなぜ約束の民イスラエルが、それなのに主を呼び求めないのか、ということについての話である。
　それで、この後にも語られていくように、イスラエルが主を呼び求めないようになったことを通じて、異邦人にも道が開かれていったことが語られている。ここだけを読むとあえてイスラエル人を不信仰に追いやったかに見えるかもしれないが、彼らが神の民と呼ばれた前提を思い出す必要がある。イスラエルには大切な使命が託されていた。全ての民に神の祝福を届けることである。だが彼らはそれを怠り、捨て去って、自分たちのことしか考えなかった。その責任を考えると、彼らの道が閉ざされて異邦人のために利用されるのは、むしろ当然の処置と言える。この点を合わせて考えないと、神のなさっていることを誤解しかねない。
 
 
ローマ　11:1-5
　二つの点を読み取りたい。まず、神はイスラエルを憎んでいるのではなく、嫌って、遠ざけたのではないのだ、という呼びかけである。イスラエル人にとって、10章の終わりに書いてあることは、とてもつらい話である。もはや神は自分たちを見捨ててしまったのかと、失望落胆させられかねない。だからパウロは、きちんと誤解のないように語ろうとしている。イスラエル人だからだめ、なのではない。イスラエルを否定しているわけでもない。ただ、人々が神に頼ることを忘れ、自分の力に頼って、それで天の御国への切符を手に入れられると思い込んでいるから、だからこういう事態に陥っている。神は誰かを嫌ったりしない。頭から否定したりはしない。門は開かれている。人々がそこに寄りつこうとしないのである。
 
 
ローマ　11:1-5
　もう一つの点は、絶望的に見える状況でも、しかし、残されている者たちは必ずいるのだ、という指摘である。イスラエルの多くの人々がキリストに背を向けていたのは事実だ。でも、神は諦めてはいないし、実際にちゃんと信仰者たちはいる。パウロにしても、ペテロにしても、彼らがユダヤ人（イスラエル人）であることを思い出そう。この希望を決して手放してはいけないのだ。
　エリヤの時代もそうだった。彼は疲れ果て、もうだめだと思っていた。誰一人、味方が見あたらなかったのだから、その落胆もわかる。でも神は語られた。お前に見えていないだけだ、ちゃんといる、ちゃんと残されている。そう、7000人も、である。
　失望や落胆はしばしば押し寄せてくる。その時、この言葉を忘れないでおきたい。とんでもない、神の民はちゃんといるのだ、と。
 
 
ローマ　11:5-10
　絶望的な状況の中で、なお、神の民が残されているというのは、ひたすら神の恵みであるとしか考えられない。本人たちだって、自分が神から離れずに済んだことを奇跡だと思っているだろう。それはどう考えても人の力ではなく、ただひたすら、神の恵みであると痛感する。そう、人の救いや信仰は、どの方向から考えても、恵みによらなければ不可能だ、という結論に達する。
　だからこそ、イスラエルが神の恵みを忘れて、自分たちの立派さを追求したことは、言い換えれば、神を邪魔者として人を中心に据えたときに、彼らの命運は決したのである。ここは読み違えないように気をつけたい。神が勝手に割り振って、この人はＯＫ、この人は捨てると決めつけていったのではない。神を見上げず、神を求めない人々だからこそ、神の声も聞こえず、指し示されている道筋も見えない。そして、せっかくの祝福と呼びかけが、かえって人々の反発を生み、戸惑いを増幅し、顔を背けさせてしまう。その実例を、残念なことに私たちは身近に見ている。この国の人は、聖書を好んで読むのに、神に服すべき幸いの存在を知ろうともしていない。それは激しい嘆きにしか至り得ないのも当然だ。
 
 
ローマ　11:11-15
　驚くしかないのだが、人の失敗や過ち、罪深さから出た行動ですら、神はそれを利用して良きことをもたらして下さる。イスラエルの離反は、異邦人にとっては道が開かれていく機会となったのだ。本来、異邦人にも神の祝福を届けるのがイスラエルの使命だった。でも彼らはその役割を捨ててしまい、異邦人を追い出した。その過ちに、今度は彼ら自身も救い主を拒むという過ちを重ねたことで、異邦人にとっては再び道が開かれたのだ。事態がさらに悪化しそうな状況の中で、しかし神はそれを活用して良き結果へと進ませている。神のなさることは奥が深い。
　ただし、誤解のないように。イスラエルが悪化しないと道が閉ざされるのではない。彼らが自分たちの役割をきちんと受け止めていれば、離反しなくても、異邦人に神の祝福を届けることができたのだ。本来の道筋、あるべき姿はちゃんと存在する。その上でなお、混迷した事態の打開策を、神は確かに用意して下さっていることに、驚嘆せずにはおられない。
 
 
ローマ　11:16-24
　異邦人クリスチャンに対して、ユダヤ人を見下げてはいけないとの指摘である。本来、誰かのことを信仰面で見下げたりするのは愚かなことである。人は誰でも、恵みにより、あわれみによって救われているのだから、決して、自分がその人よりもましだったから救いを受けているわけではない。
　ユダヤ人の場合は、それだけではなく、異邦人クリスチャンは明らかに、彼らの存在から多くの恩恵を受けている。ユダヤ人自身として考えれば、彼らの問題点はあまりにも多い。だが、それでもやはり神は、ユダヤ人を異邦人への橋渡しとして用いられている。聖書を継承したという一点だけを取っても、どれほどの恩義があることか。ユダヤ人を蔑視するのは聖書からすればあり得ないことだ。
　だが、ヨーロッパの歴史はこの教えを無視した。それは結局、ユダヤ人がふさわしく神に立ち返る機会をも妨げ、そのための働きかけも屈折させている。神の呼びかけを無視した結果はあまりにも重たい。
 
 
ローマ　11:25-32
　パウロが同胞のユダヤ人に対してどれほど熱い思いを抱いていたのかを痛感させられる。数多くの、それこそいのちを狙われるほどの攻撃を受けながらも、パウロはユダヤ人に対して憎しみを抱くのではなく、恨むのでもなく、彼らの救いと回復を切に願っていた。相手のしていることによってこちらの態度や感情が変化するのは当然だと思われている。関係が壊れたのは相手が悪いからだ、という言い分はしばしば耳にする。それは理にかなう話で、最初に悪を行った側に重大な責任があるのは間違いない。けれど、もしその相手に対して、より深い思いを抱いているならば、どんなことをされたとしても、あるいは厳しく弾劾していたとしても、それでもなお、相手の幸いをこそ願い、祈り求めていくようにもなる。自分に良くしてくれた相手を愛しても格別の意味・価値はないとイエスも語られたが、誰かを愛する姿を問い直していきたいものだ。
 
 
ローマ　11:25-32
　イスラエルがみな救われるとあるが、「みな」というのが100%という趣旨ではないのは、聖書の様々なところでも見られることだ。100人いれば100人というような約束が語られているわけではない。これらの記述は算数をしているわけではなく、神の意図を表現するためのものだ。25節にある「一部がかたくなになった」という言葉だって、この表現からするとたとえば全イスラエルの１割がキリストを拒んだように読めてしまうのだが、実際は信じた人のほうがはるかに少数派である。むろんパウロも読者もそのことは分かっている。これは数の問題ではなくて、イスラエルの本来の姿は神を信じ、神の約束を信じ、ゆえに救い主を待ち望み、そしてキリストを信じて受け入れるというものであるとの理解があるからこそ、その本来のあり方から逸脱する者たちがいるけれど、それは決してイスラエルの本来の姿ではないのだという認識が働いて、「一部」という言い方になっていると考えたほうが良い。
 
 
ローマ　11:25-32
　なぜ、これほどまでに拒んでしまったイスラエルが、それでも回復すると語り得るのか。30-31節に出てくるように、神の「あわれみ」こそがこの救いを成り立たせてくれる鍵であるからだ。人のしていることだけを見るならば、イスラエルに希望はなく、可能性もない。彼らがキリストを受け入れるようになると期待できる要素はさっぱり見あたらない。だが、異邦人だってもともとそうだった。彼らが神に立ち返る可能性など、まずなかった。でも神ご自身のあわれみのゆえに、異邦人には道が開かれた。であれば、イスラエルに対してもまた、道が開かれて当然ではないか。この信仰と救いの本質に関わる理解こそが、イスラエルの回復を明言する根拠となっている。だからこの言葉は、イスラエルという民族がどうなるかという観点以上に、それぞれの人間にちゃんと可能性が開かれているのかどうかを考えさせてくれるものだ。
 
 
ローマ　11:26
　イスラエルの回復について語られている箇所は、時折、1948年にイスラエルという国が作られたことと重ね合わせて語られる。つまり、聖書の預言が成就したのだ、というふうに。だが、こういう読み方は聖書の権威そのものを否定しかねないものだ。
　まず、聖書は国家としての政治的な回復について語っているわけではない。現状のイスラエルが福音の理念に照らして「回復された」と呼べるものではないことは明らかである。彼らはなお神の義に従ってはいない。他の民族も同様だけれど。そして彼らは新約聖書を認めてはいないから、ローマ書にある回復の言葉と自分たちの建国を結びつけてはいないし、むしろそういう扱いに激しく反発するだろう。
　今のイスラエルという国についての評価は、その他の様々な国々に対する評価と同一の視点でなされるべきである。その上で肯定するも、否定するも、そのことについてここで語る必要はない。ただ、聖書の言葉と結びつけて、神の約束通りに回復したと語るのは適切ではない。
　聖書の預言は真実だが、それを人間的な思惑で読み込んでしまうのは愚かである。
 
 
ローマ　11:33-36
　この謙虚さ、いや、神の偉大さと崇高さに対する率直な態度こそ、人が神と向き合うためには欠かせないものだ。人間の理解の中に、神の御業を押し込めてしまうのは愚かなことだ。全てを説明できる、理解できると考えるのは、あまりにも不遜なことではないか。いや、自分の納得がいかないことについては、それが神の言葉、神の御業であっても、断固として認めないぞと言い張るという傾向もしばしば見られるのだ。
　神の恵みによって救いを受けていくことを知る者であるならば、人知を越えた神の御心というものがあることを、しっかりと受け止めていきたいと思う。
 
 
ローマ　12:1-2
　礼拝とは、神と向き合うことであり、神の前に生きることである。だから、ある集会を行うことや儀式を展開することだけで成り立つはずがなく（聖書はそれらを間違っているとか、無意味だと言っているわけではない）、私たちの生き方全体をもって成立する。いや、日々の生活に追われて、ついついご無沙汰してしまった人が、礼拝の時に思いを新たにして、今週こそは神を思いつつ暮らしていこうと、主の前に祈るのであれば、それはこの箇所につながるだろう。でも、礼拝の時間を過ごして、これで義理を果たしたという感覚でいるのなら、それは違うぞ、と言わざるを得ない。神の前に生かされていることの幸いを、よくよくかみしめてこその礼拝であろう。
 
 
ローマ　12:2
　何に調子を合わせるのか、つまり生き方の基軸をどこに置くのかは、人としての存在全体を左右する重要な点だ。ローマ書は以前、罪の奴隷とか義の奴隷という言葉も使っていた。そして、神の救いを与えられた者として、すでに解放されて自由になっているからこそ、ここでは「何と調子を合わせるつもりなのか」と問いかけられている。考えなさい、探し求めなさい、選び取りなさい、決断しなさい、と呼びかけられているのである。私たちはこの言葉に、ちゃんと答えなければなるまい。
 
 
ローマ　12:2
　最後の部分、「自分を変えなさい」という訳は、やはりおかしいと思う。自分で自分を変えられるのであれば、７章にあるようなうめきは、単なる世迷い言として切り捨てるべきだろう。惨めなのではなく、お前がだめなのだと言い切っても良いはずだ。でも神は私たちの弱さも課題もご存じで、ご自分が助けてくださろうとしている。だとすればここはやはり、「変えていただきなさい」と訳すべきところだ。ギリシャ語からしても、「変えてもらう」という受け身か、さもなければ、誰が実行するのかについて言及しないまま、「心の一新によって自らの状態も変わるのだ」という見方のいずれかしかないはず。「私が自分を変える」という表現にはなりえない。
 
 
ローマ　12:3-8
　神学校時代の仲間が、牧師になろうと志してお世話になっていた宣教師に相談したところ、この３節を指摘されて一度は思いとどまったのだと言っていた。その後改めて志が与えられて入学し、今は良き牧師として活躍しているが。
　思い上がりと言っても、上級下級という意味合いではない。神が与えた賜物と役割があるのに、それをちゃんと果たしもしないで自分勝手に他のことに色目を使うことを、神の判断よりも自分の思いのほうが正しいと思い上がっている、ということだ。
　自分が持っていないものをついつい欲しくなるのは人の常であるが、それは十戒でも禁じられているように、回りも自分も混乱させる愚行である。もっとも、神の導きはしばしば人の思いを越えており、このあたりかなと考えているよりも遥か先にある場合もあるので、勝手に制限してしまう愚かさもまた、自分の判断のほうが正しいと考えている思い上がりと言うべきだろう。
 
 
ローマ　12:3-8
　神が託されている賜物、役割というものは、実に多種多彩である。そういう様々なものが組み合わさってこそ、神の御心にかなう事柄が進んでいくのだということも、心に留めておきたい。ここにあるリストも何か優劣を言うものではなく、その多様性にこそ目を留めるべきだろうし、そしてまた、私たちが自分の果たすべき役目をどれほどおろそかにしているかを思い知らされる列挙でもある。
　なお、身体というものは、それぞれがバラバラに活動するわけではなく、役目が違っていても常に協同で取り組んでいることは覚えておきたい。教会に集う人々も、あるいは諸教会という存在も、見た目の役割は別々でも、常に補完し合っているのだ。だからこそ、何かが欠けてしまった場合には（人でも、教会でも）、その損失は全体に影響する。このことはよくよく心に留めた方が良い。
 
 
ローマ　12:9-21
　２節にある「神の御心は何か、何が良いことで神に受け入れられ、完全であるか」を様々な点から語っている箇所と言える。むろん、これが全てではないが、これらのことをよく読み取っていくなら、私たちがなすべき営みがどのようなものか、悟り得るだろう。
　ここにある事柄の基盤になっていることは、愛すること、である。具体的には様々な行動が書かれているけれど、その動機及び性格を見ていくならば、キリストが教えられたように、互いに愛し合えということの実践にほかならないのをわかり得るはずだ。
　と同時に、愛しなさい、だけでは人はなかなか道を見いだせず、そしてまた動きもしないのだということを、神はよくよくご存じで、だからこそこうして懇切丁寧に具体的な話を示してくださってもいる。もし、愛するとはどういうことか、と戸惑うならば、ここにある事柄に向き合ってみれば良い。
 
 
ローマ　12:10
　愛するという行動の具体的な中身として、尊敬という言葉が語られている。尊敬の思いを向けるためには、相手のことをしっかりと見て、その意義とか価値、どんな姿であるのかをよくよく把握していく必要がある。身も知らぬ相手のことを尊敬はできない。好きになることはできるかもしれず、親切にしてあげることはできたとしても、である。愛を語るのであれば、自分の思いばかりで勝手に騒いでいないで、真剣に、必死になって、相手と向き合う必要がある。
　尊敬するのは簡単なことではない。相手のことを知れば知るほど、その欠点や問題を発見するだろうし、それらは時として受け止めがたいものになるかもしれない。恋は盲目と言うけれど、見ないでいた方が楽という面もある。でも、神が語られる愛は、幻想の相手ではなく、現実にそこにいる相手に対して向けられるべきものなのだ。
　そのためにも欠かせない視点は、神がその人を価値ありと見ておられることを忘れないことだ。神から見て人間はあまりにも愚かしく問題だらけなのだが、でも神はそれを大切に思ってくださっている。それはかわいそうという感情だけでなく、私たちの存在を心から喜んでくださっているからでもある。それなのに私たちは不平不満ばかり、見下すばかり。愚かしすぎるではないか。
 
 
ローマ　12:11-12
　熱意と真剣さ、とでも言おうか。もし、神の御心を大事に受け止めて生きるつもりならば、この人生をいい加減に見るのはやめるべきだ。決して堅苦しく生きようということではない。日々の暮らしにおいては様々なゆとりや憩いは大切なものであって、何かに追われているような感覚で生きることを、神は決して望んではおられない。ただ、そういう喜びと楽しさにあふれた日々を過ごすことと、放縦とかいい加減さ、どうせこんなものさ、という生き方とは全く別のものだ。だからここでも「望みを抱いて喜ぶ」のだと語られている。
　思うようにならないことが多々あるのは現実だ。物事がなかなか動かず、疲れ果ててしまうこともあるだろう。絶望的になることもある。でもそんなとき、神がおられることを思い出したい。人をはるかに超え、人の思いも予測をも超えて、この世界を、そしてまた私たちの人生をも御手に握っておられる神がいるのだということを忘れまい。神を見上げていくことができるとき、そこに希望があると知るとき、人は毅然として立ち上がることができる。倒れても、倒れても、立ち上がることができる。
 
 
ローマ　12:13
　旅人をもてなす、ということは、聖書の中で時々取り上げられる行動だ。宿泊施設の整わなかった時代、旅の人を迎え入れるのは一般の民家だった。言い換えれば、誰も迎えてくれなければ野宿をするしかない。そういう相手の必要を受け止めて温かい寝床を提供するというのは、人を思い、人を大切にする姿勢の確かな現れと言える。
　現代はあいにく物騒な世の中であって、見知らぬ旅人を迎え入れる環境ではなくなった。人を見る目がなくなったことと、隣近所との関わりの欠落が大きな要因だろう。けれど、別の方法でも、相手の必要を覚えて尽くす、ということはできる。様々な団体が展開している支援活動を通じて、遠い国の人々に手助けするというのは、この旅人をもてなす精神に通じるものがあると思う。
 
 
ローマ　12:15-16
　14節は後に続く言葉と共通するので、先に15節に注目する。よく知られている言葉だが、16節を見ると、これがどうしてなかなか実現しないのかがよくわかる。そう、結局、相手と自分を比べているからだ。むろん、自分のほうが上、でありたい。だから相手の幸いを心底喜べず、不幸が訪れると心の隅ではほっとしてしまう。
　イエスが語られた「自分自身のように」という言葉は、とても重要だ。他の人のことであれば、無意識のうちに比較が始まる。でも、自分自身のことであればそういう比較は出てこない。他の人なら、様々な思惑が発生しやすい。自分なら、ごく単純に、幸いを喜び、問題を悲しんで解決策を探し回るだけだ。
　共に歩んでいるという意識が失われている現代は、御心を生きるための素地を激しく喪失している。
 
 
ローマ　12:14,17-21
　害をもたらす相手というのは、残念ながらどこにでもいる。程度の差はあれ、世界中の人が自分に優しい、というケースはまずない。それが人間の抱える実態で、だから聖書は、敵を解消する秘訣ではなくて、敵であるままの相手とどのように向き合うのか、ということをしばしば語る。
　ここで言われているのは、つまり、対決して相手を圧倒することを目指していけない、ということだ。その理由は、第一には何の解決にもならない、つまり敵対関係は解消しないからである。第二には、力で圧倒するやり方は、神のなさっていることの性質に反するからだ。神は敵となった人類を力でねじ伏せはせず、愛と犠牲で関わってこられている。
　では何をすればいいか。17節にあるように、相手が敵であることを横に置いて、ごくふつうに、人にしてあげるべきことをする、のだ。そう、敵かどうかで相手への態度に違いを生じさせない、のだ。
 
 
ローマ　12:18
　自分に関する限り、という言葉を、自分が被害者である場合には、という意味合いに取って、他の人が攻撃されている場合の手助けは別だ、というふうに説明するものを読んだことがある。弱い者が虐げられている時に守り助けること自体は、大事な業だ。その方法が相手を攻撃するものであるかどうかは別としても。ただ、ここで語られているのはそういう弱者云々の話ではない。自分に関する限り、とは、相手にはどのような論理があろうとも、社会の論理や常識はどのようなものであったとしても、あなた自身だけはこうであれ、という趣旨に取るのが妥当だ。そう、世の中は「こんな攻撃を受けて黙っている必要はない。相手が悪いのだから懲らしめるべきだ」というだろうが、でもあなただけは、たとえ世の中であなた一人だけでも、あなたは神の御心、その論理に基づいて行動せよ、ということである。12:2ともつながる。
 
 
ローマ　12:19-21
　自分に害悪をもたらした相手に復讐することを願う思いは、人類の基本的な感情の一つだ。それは失ったものを惜しむ気持ちの反映であろうし、喪失感を補おうとする感情かもしれず、深刻な傷をもたらした相手への憎悪でもあるだろう。人の心をどれほど探っても、復讐心に反対する要素はまず見られない。せいぜい、逆襲されるのが怖いから、という程度か。
　復讐を正当化できる根拠、論理はいくらでもある。復讐しないことを非難する理由付けも数限りなくある。だが、神の言葉は明白であり、自分で復讐してはいけないのだとある。自分の手を汚さずに、他人に依頼すれば良いのではない。神に任せるのだから、どういう判決を神が出されるのかも含めて、主の御手に委ねるのである。それは「自分自身に関する限り」という言葉と同じ意味合いを持つ。
　この教えは、神に従う者に対してだけ意味を持ち得るだろう。もし、神を信頼できなかったら、神の判断を受け止める心がなくなったら、復讐を押しとどめられるものはない。これは一般論の教えではない。神を軸にしてこそのものである。
 
 
ローマ　12:19
　この言葉を読む際に、正義の執行と復讐は違う、ということをよくよく肝に銘じておかねばならないのだと悟らされる。旧約だけでなく新約においても、悪が問い質され、厳しい処置を受けるケースはある。神はこの世界に正義が実現することを強く求めておられる。だがそれは、決して復讐であってはならないのだと、この言葉は告げている。
　この点が曖昧になって、復讐の感覚が混ざってしまうならば、どれほど厳に悪事を処罰したとしても、それによって真の正義は実現し得ない。この箇所はそういう指摘を含んでいるのだと思う。重い刑罰を科せば犯罪を抑止できるはずだと言われるけれど、実態がそうはなっていないことは、よく知られている。その原因はここにあるのかもしれない。もし社会が、厳しさをもって、しかし同時に、決して復讐ではなく、むしろ、自らのこととしての痛みと涙をもって悪事に向き合うとしたら、その時初めて、抑止的な意味合いが機能するのかもしれない。
 
 
ローマ　12:20-21
　この教えは、実行するのが難しいものの一つだろう。相手は敵だから、憎しみが募っていたとしても不思議ではない。その相手に善行を施すのは、よほど自らの心を堅く持たなければできない。
　けれど、もしそうやって必死になって取り組むのでなければ、その敵の問題は決して解決せず、害悪は収まらず、苦しみは続くのだ。この手法以外に真の解決策はないのだと、聖書は語るわけであるから。とすれば、たとえ相手を思いやる心がなかなか芽生えなかったとしても、それこそ自らのためにも、この教えを実行すべきなのだと知る必要がある。決して簡単ではないし、また、すぐに効果が現れる分けではなかったとしても、である。世の感覚はこれとは違うだろう。納得できないと反発されるだろう。だが、違っていて当然なのだと、12:2は告げていたはずである。
 
 
ローマ　13:1-7
　この箇所は唐突すぎると考える人は多い。後から組み入れられたのではないかとの指摘すらある。だが、言葉を細かく見ていくと、前後との関連性を見ることができ、パウロがよくやる「話が飛ぶ」という部類の一つであることが分かる。
　とすれば、当然、前の部分と、何らかの関係があることになる。それでよく見てみると、前の話は、敵が自分に対して悪を及ぼすけれども善を行えという話であった。そして今は、権威との関係で善を行えという話である。行為の性質に共通性があるなら、その相手についてもやはり共通性があるはずだ。そう、敵対的な言葉こそ使われていないけれど、パウロはこの世の権力がしばしば害悪をもたらすことは経験済みであった。でも、それでもなお、信仰者のなすべきことは悪に悪で報いることではないのだと、そう告げている。
　この観点を持って読まないと、意図を取り違えてしまうだろう。時々この箇所は権力側が人々に、黙って従えという際に利用されたけれど、全くの誤解である。
 
 
ローマ　13:1
　権威というのは、神ご自身に関してはもちろん善なるものであるが、人間のそれに関して言う場合には、しばしば、むしろ害悪と神に背くものとしての意味合いが強くなっている。
　それほど邪悪ではないと人々は言うかもしれないし、たしかにそのように期待したいとは思う。だがよく言われるように、権力を持つと人は堕落する。よほどの自制心がないと崩れ去ってしまう。そして、良かれと思って始めたはずのことが、実は自らの欲のためとなってしまい、他者を虐げるものとなってしまう。そういう例を私たちはいくらでも見てきた。
　社会にとって権威は必要だ。でも、その権威は常に、自分が神の下にいることを、神に服従すべきことを強く意識し、行動しなければならない。自分の地位の後ろ盾ではない。自分は神の命に従う者にすぎないのだとの自覚があってこそ、権威はまともでいられる。人間にとって、最も困難な、しかし何が何でも必要な姿勢の一つである。
 
 
ローマ　13:2
　この箇所からすれば、神は無政府状態に賛成してはおられない。社会には秩序が必要で、各自が好き勝手にすればいいなどとは、神は語っておられない。そんな状況では、ただお互いの利害が衝突して、相手を傷つけるばかりになってしまう。平安という言葉があるが、それは落ち着いた状況を指すもので、混乱とは正反対のものである。
　人間たちの持つ権威というものに多くの問題性や限界があることを神はよくよくご存じで、だから決して絶対視はなさらないけれど、それでもなお、そういった権威や秩序を活用してこの世界の平穏を作り出していくことを、神は教えておられるのだ。信仰に関しても、熱心であればとか、内容的に正しければ各人が好きなようにすればいいという考え方は、決して神の意図するところではない。このことは教会集団のあり方についても考慮すべき点のはずである。
 
 
ローマ　13:3-4
　書かれている言葉は一般民衆に対する呼びかけだが、裏返せば、権威を持つ支配者たちの役割と責任についての教えでもある。権威は決して、自分が偉ぶったり、いい思いをしたりするために与えられているのではない。その権威は社会の中に善が行われ、悪が抑えられていくために、そのための役割・責任を果たすためにこそ、与えられている。もし、そういう責任を最優先しないのであれば、その人は権威を持つ資格がない。ここに書いてある支配者の姿は、世の実際とはかけ離れているかもしれない。だとすればなおさら神は、強く、切々と、支配者たちがどうあるべきかについて語りかけていることを知るべきだ。
 
 
ローマ　13:5
　良心という言葉が出てきている。もともとのギリシャ語では「共に知る」という意味合いの言葉となっている。世間一般的な良心の意味合いからすれば、社会全体の価値観や理念と照らし合わせながら物事を判断していくのだというふうに受け止めることができる。でも、聖書が語る際には、その相手はやはり神ご自身だろう。神の思いと照らし合わせ、神の心をこそ自分の思いとしていく。そこにこそ「共に知る」ということの意義を見出すことができる。良きことや正しいこと、満足のいくようなことを追い求めたいと願うのであれば、この良心を、神と同じ思いを持つことを、もっともっと、願っていかねばならないはずだ。そして、もしも神から離れてしまうなら、良心はあっけなく崩れ去り、また、道を踏み外してしまうのだとも知っておきたい。
 
 
ローマ　13:6-7
　税は間違っていると言うのであれば、それを撤廃すべく主張し、社会を動かす運動を展開するのは自由だ。いや、その権利と責任が現代日本ではある（社会全体のためになる真実に気づいているなら、それを人々に伝えていくことは民主主義社会では必要なことだ）。だが、社会全体として皆で必要を負担しようと決めているのであれば（税に限らず会費や給食費も）、それを自分一人逃れようとするのは、この箇所に反することだ。自分のことしか考えず、さらには今現在の自分のことしか考えなければ、負担などない方がよいという発想も出てくるだろう。けれど、この後にも書いてあるように、神を信じる者たちが基軸とすべき姿勢は「愛すること」である。人々を愛することを心がけながら、自分一人負担を回避するという選択肢はありえないはずである。
 
 
ローマ　13:8-10
　この言葉を裏返せば、愛されるとは誰かから借りているということなのだと言える。まだ返していない。これからも返せないかもしれない。むろん、相手も返せと要求はしてこない。ありがたく、心から感謝しつつ、その厚意に甘えておく。つまり、借りておく。
　してもらったことに応分のものを返すのだとしたら、それは愛の関係ではない。他の箇所でも、返せない相手にこそ与えよ、と言われている。むしろ、ただひたすらもらっておいて、別のことで自分もその人に与える、いや貸したままにしておく。同程度に、などとは考えない。あくまでも相手の必要に応じて、自分にできる限りのことをするのだ。恩返しというのは良い言葉だけれど、愛する関係の場合には、恩返しではないのだと知っておきたい。お互いにひたすら与え続けるなら、ますます良き結びつきができていくだろう。
 
 
ローマ　13:11-14
　光の武具についてはエペソ6:10-18を参照してほしい。同時に、ローマ12:2にあったように、この世の流れに合わせるのではなく、真に良きこと、大切なことを握りしめていこうとする生き方を選び取れ、ということでもある。不可能に思えるだろうか。確かに自分自身を見るならば、弱く、頼りなく、そして世の流れは圧倒的に強い。だがローマ6章にあったように、神は私たちをそこから解放したのだと告げておられる。神は信用できないと言い張るつもりなら別だが、この方を信頼しているのなら、この途方もない約束にも期待をかけ、さっさと諦めたりしないで前に進んでみようと自らに言い聞かせるべきではないか。失敗はあるだろう。涙することもあるだろう。でも、どうせ・・・と言ってふて寝をしているのは、決して神の喜ばれる姿ではないと、私たちは気づいているはずだ。
 
 
ローマ　13:11
　時が近づいている、という言い方は、時々出てくる。それがキリスト再臨のことを指しているなら（そう読むのが自然だが）、あいにくそれから2000年経っても、まだその時には至っていない。この点については、第二ペテロ3:8-9を読んでおくことを勧める。ただ、この箇所でそのことに言及しているのは、終末の磁気がいつかという議論のためではなく、無法図な生き方に陥っていた人々に対する強い警告を語るためのものである。神はキリストを遣わして、すでに救いを実現してくださっている。すでに神は約束を果たし、私たちの前に道を用意してくださっている。それなのに私たちが、そのうち出かけますと言いつつも、ベッドに寝転がっているのだとしたら、そうして救い主を待たせているのだとしたら、これは何とも情けなく、また申し訳ない。世の終わり云々とは別に、主の時は目の前にあるのだ。
 
 
ローマ　14:1-12
　信仰に関して、様々な禁止事項が取りざたされることがある。ここでは肉を食べることに関する話題が語られている。理由は、市場で売られている肉が、しばしば店頭に並ぶ前の段階で異教の神殿に奉じられていたからである。そんな場所に置かれた肉は偶像礼拝のけがれに冒されているのだと考えた人たちは、こんな肉は食べられないと拒否したのであった。苦笑してはいけない。彼らは真剣であったのだ。神にあって汚れたものからは極力身を引き離そうとしていたのだし、言い換えれば、神に対して真剣だった。そして彼らは、何も考えずに肉を食べている人々に腹を立て、不道徳だと非難していたのである。
　結論から言えば、偶像の神殿に守られようがなんだろうが、食するものとしての肉には何ら害悪はない。けれど、そうあっさりと割り切るだけではだめだと、そう言われている。
 
 
ローマ　14:1
　ここで「信仰の弱い人」と言われているのは、偶像の宮に献げた肉など決して食べないぞ、と覚悟を決めて実行している人々のことである。これはなかなか興味深い言い方だ。
　一般に、厳しく戒律を定めて、それを守っている人々のことを「強い」と呼び、あまり捕らわれない考え方の人々を「弱い」と呼ぶ。あれもしない、これもしない、とする人は強く、している人は決断が、信仰が弱いのだと言われたりする。
　でも、この箇所は逆に呼んでいる。つまり、たくさんの戒律で自らを縛っている者たちは、それはつまり弱いからであり、もっと自由に生きられるのは、つまりは強いからなのだと言う。そして、強い者たちに対して、事態打開の鍵を生み出すようにと求めている。そう、強さと弱さの感覚が、世間の常識とは正反対なのである。
 
 
ローマ　14:4-6
　さばいてはいけない理由は、自分も相手も、同じように主の前にこそ立っているのであり、キリストこそが私たちの主であり、決して自分たちの勝手な思いで物事を判断評価すべきではないからだ。この方のことを「主」と呼んでいるのに、すぐに自分が一人で物事を判断し、決定し、神に対してはせいぜいが事後報告、是非を尋ねる祈りすらでてきていない。これでは、あなたの信仰は本当ですか、と尋ねられたとしても、どうにも答えようがない。神の権威に従っているとは言えなくなってしまうからだ。
　他の人を案じたり、良い意味で訓戒することは必要だ。でもそこでは常に、主である方・造り主である方・救い主であり、力を与えてくださっているのは誰なのかを、決して忘れて欲しくはない。そうすれば、例え間違っている相手に対してであっても、どのように対応してふさわしい道へ導くのかが見えてくるだろう。物事を真っ当に進めたいなら、神の権威を確信すべきである。
 
 
ローマ　14:7-9
　主のために生き、主のために死ぬ、という言葉は、あるいは誤解して受け取られる可能性がある。昨今は何らかの信仰を標榜しつつ自爆テロを行う事件が数多く報道されている。いや、昔からそういう傾向はあって、十字軍もその類の呼びかけがなされて、人々は集まってきた（もっと下世話な動機からの者も多かったとしても）。
　だが、聖書が「主のために」と語るのは、主ご自身こそが私たちのためにいのちを与えてくださったからこそ、である。そして、人が主と同じことなどできはしないし、人が神のために自らを破壊することなどはありえない。「神のために私が身代わりとなって十字架にかかります」と言い換えたら、あまりにも愚かな思い上がりであることに気づけるはずだ。そう、主のためにと言える最大の理由は、主が全てを与えてくださっているからである。主のために頑張ります、ではなくて、私の持つ全ては主からいただいている、という自覚こそが、この言葉の土台である。
 
 
ローマ　14:10-12
　自らの行動が神の御心に似つかわしいものかどうかを、常に問い直すべきだ。確信や情熱を抱くのは良い。当初は、その確信を持つに際して、神に尋ね求め、導きを求めたことだろう。だが、時が進み、とりわけ情熱的に取り組み続けていると、どうしても人間的なものに影響されてしまうのが、私たち人間の姿である。それを回避することはできない。だからこそ、どれほど確実だと思っていることであっても、繰り返し主に問い直すべきだ。
　もっとも、その問い直しが不安や戸惑いから来るものになってしまったら、これもまた健康的とは言えない。主にあって平安を抱き、何の疑いもなく取り組んでいるその時にこそ、この問いかけは必要とされているのだと覚えておきたい。
 
 
ローマ　14:13-23
　兄弟をつまずかせない、ということが、強く呼びかけられている。よく知られているように、キリストの道はしばしば険しく、そして、狭き門である。だが、それは門そのものが狭いのであって（制限しているのではなくて、私たち自身の問題が通れなくしているのだが）、門に至るまでのところに難所を築いたり、妨害したり、キリストご自身の門以外に別の関所を設けたりするのは言語道断である。そんな者は首に石臼をくくりつけて湖に沈めてしまえという、キリストの過激な言葉を思い出そう。その兄弟が前に進むために、良き助言や、時には厳しい勧告をすべきことはある。迷信的なものに拘泥しているなら、それは違うと教え諭すことも必要だ。だが、つまずかせてはいけない。真摯に、その相手のためにこそと取り組む。決して、自分の好みを実現させるためではなく、である。
 
 
ローマ　14:15
　「キリストが代わりに死んでくださったほどの人を」。この感覚、この観点を、ちゃんと持っていたい。単に個人を尊重しているのではない。それぞれの自由とか、それぞれの思いを大事にしようとか、そういうことではない。鍵となるのは、「キリストが代わりに死んでくださったほどの人を」である。その観点から、だからこそ相手の思いをそのまま受け止めるのか、それとも、あえて違うぞと言うべきなのか。選択の基準がここにあるならば、たとえその出来事に関して判断を間違えたとしても、回復の道は見出し得るだろう。ただ、この観点から見ていることがあまりにも少ない私たちであることを、よくよく心に刻んでおく必要がある。
 
 
ローマ　14:19
　お互いの霊的成長に役立つこと、という動機付けをいつでも心に留めていることができるなら、どんなにか状況は変化するだろうに、と思う。むろん、口先だけの、自分の意見を通すための口実ではだめだ。本気でそのように願うのだとすれば、そのためには自分が犠牲を払っても良いという覚悟が伴うはずだ。だからパウロは第一コリント8:13で、兄弟をつまずかせることを避けるためならこれからはもはや肉は食べない、とまで言っている（念のため、肉食そのものが悪いのではない）。あえて食べて、迷信的な感覚から解放しようというのであれば、その相手にとことんつきあい、カルチャーショックを支え、真に真っ当な信仰をもって立つことができるまで、しっかりと共に歩んでいく決意が必要だ。
　考えてみると、これは信仰者としては基本的なことだ。隣人を自分自身のように愛せと、主は教えられたのだから。
 
 
ローマ　14:19-23
　信仰から出ているかどうか、という指針が示されている。この場合、どこかの誰かが考え出した「信仰的基準」に合致しているかどうかの問題ではない。いくつかのポイントを挙げてみる。
・ちゃんと神に対して顔を上げて自分のしていることに確信あり、と言えるかどうか。
・誰かの顔色や声を気にして物事を左右させてはいないか。
・隣人を心から愛して、尽くし、仕えるつもりでしているかどうか。おそらくそれは、この世界においては、自分のほうが損をして、犠牲を払っているということになるだろう。
・神の御心を常に尋ね求めようとしているか。御言葉を通して、日々の暮らしの中でも。
・神に祈り、願っているか。真実を生きる力を与えてください、と。
・神の助けが必ずあることを信じているか。
 
 
ローマ　15:1-6
　力があると言っても、それはむろん、神からいただいたものだ。性格なども含めて、それは神からの賜物であり、だとしたら、誰かに誇ったり、自分のために利用するのではなくて、その力を通して誰かが幸いになることを切望しつつ、私たちは歩み続けるのが道理というものだ。
　たぶんそれは忍耐を必要とする。でも、何か良い者を手に入れようとする時、苦労が伴うということは、この世の常識だ。スポーツでも、試験でも、楽をして良き結果が転がり込んでくることはない。だから人々は必死になってその課題と取り組んでいる。信仰だけは好き勝手やっていても大丈夫、のはずはない。隣人を愛することは、救いの条件ではない。でも、救われた者としては、ごく基本的なあり方のはず。そう気づくことができれば、きっと道は開かれる。
 
 
ローマ　15:7-13
　互いに受け入れるというのは、当時の教会にあったユダヤ人と異邦人という二つのグループに関するものだ。ローマ書で言えば11章でも言及されていたように、そこには摩擦があった。ユダヤ人は神の民・契約の民としての自負から異邦人を低く見ていたし、そのユダヤ人が現実にはキリストから離れていることが多かった現実から異邦人側はユダヤ人を軽視していたし、相当深刻ないさかいにもなっていた。
　でも、信仰者にとっての価値観は、神が自分たちに何をしてくださったのかという点から進んでいく。そして皆が知っているはずのことは、罪深き者を神が受け入れてくださって、犠牲を払ってくださったからこそ、今の自分があり得るということ。であるならば、どうして異邦人に対して、あるいはユダヤ人に対して、そんな排斥するような態度を取り得るのか。神はいずれの者たちをも、祝福で満たそうとしてくださっているのだから。
 
 
ローマ　15:14-17
　祭司というのは、神と人の間で橋渡し的な役目を果たす。神からの祝福を人々にしっかりと届けるのが一つ、そしてまた人々を神のもとへと導く役目をも担う。時々、何か超然とした立場で儀式を行っている存在のように見られていることがあるが、むしろそれは、街中を行き巡って荷物を届けている宅配便の人たちであり、レストランでテーブルに案内して給仕をしてくれる人であり、そしてまた、初めて白銀のゲレンデに踏み出した人にスキーの醍醐味を味わわせるべく手取り足取り導いてくれるコーチであろうか。異邦人を神への供え物とする、という言い方になっているが、人々が神に出会えるように、神と共に歩めるように、祝福に満ちあふれるように、ということである。
　パウロの思い、彼の願い、彼の目指すところはただそこにあると語られている。何ともすばらしい取り組みではないか。信仰者は皆、神にある祭司でもあると聖書は告げている。
 
 
ローマ　15:18-21
　悲しいことだが、何か意義ある取り組みをしていると、批判を受けることが多くなる。むろん、その批判が事実であるなら、深く反省して悔い改める必要がある。そういう場合も多い。けれど、時に何とも理不尽な攻撃がなされることもある。パウロの働きを考えると、「他人の土台の上に」、つまり誰かがすでに取り組んだことを受け継ぐようにして活動したとしても、それが何ら問題ではないし、否定されるべきものではない。むしろ主の業は、様々な人によって組み上げられていくのであって、そういう一体性を無視すべきものではない。それなのに批判される。パウロはそういった攻撃と戦うことよりも、まだ誰も着手していない取り組みを開拓していく点に、自分の役割を見出していったようだ。それが自分に与えられている資質、賜物であることを確信しつつ。私たち自身の役目は何か。神の前によく見出していきたい。
 
 
ローマ　15:22-24
　こういう箇所のおかげでパウロの動向がわかるし、当時の教会の様子も見えてくる。もっともパウロはここで予定していた旅に出る前に、エルサレムで捕らえられて、ローマに護送されることになる。人の計画ではなく神の御心がなるのだと、改めて考えさせられただろう。
　それにしても、手紙を書くだけではなく、やはり顔を合わせて語りたいと願っているのは、この信仰の特性というか、いや、神によって造られた私たち人間の本質というものだろう。人は神のかたちに造られた。それは本来、神と顔を合わせて向き合う存在だということだ。そしてまた、他の人との関係も、しっかりと向き合って生きるものであったはず。残念ながら核心部分の幸いを人は失ってしまったけれど、もう一度神にあって取り戻すことの幸いを、ぜひとも追い求めていきたいものだ。
 
 
ローマ　15:25-29
　パウロの旅には、福音を伝えることと共に、もう一つ、大事な用件があった。それは献金を運ぶことである。今のように銀行振り込みで届くわけではない。誰かが行くしかなかったのだ。そしてパウロは、ローマの人々と語り合うことよりも、今はエルサレムに献金を運ぶ方が先だと言っている。そのくらい、この役目を重要なものとして考えていたのだ。
　この献金は、エルサレムにいる困窮していた人々を支えるためのものであった。互いに愛し合えとの教えは、気持ちの問題だけではなく、具体的な形でも実行されていたのである。もちろん人は福音によってこそ救われ、その救いは経済的な事柄に左右されるものではない。でも、救いの恵みを受けているからこそ、是非とも誰かの必要に応えたいと願う。それが初代教会における良きあり方であったのだ。何事につけ、実践には知恵が必要だ。何をどうすれば相手に届くのか、と。私たちも問われている。
 
 
ローマ　15:30-33
　エルサレムにおける不穏な状況を、分かってはいたようである。ユダヤ人からの攻撃、そしてエルサレム教会の人々からどれだけ理解され得るかも、決して見通しが立っていたわけではない。それでも行くという選択をした点と、それから、このことのために祈ってほしいと人々に求めている点が、信仰の決断と言われるものの姿を見せてくれているようだ。人間的に考えたら、単なる無謀だろう。でも全能の神がおられることと、その神によって与えられている信仰者たちの絆を思う時に、彼はあえて進んでいこうとしている。そしてまた、ローマの人々、まだ見ぬ人々をすらも、この業に加わえていこうとされている。関係ない、知らない人々だ、ではなくて、このことはあなたがたのものでもあるのだという、はっきりとした強い思いは、信仰者に対して常に問いかけられているものだろう。
 
 
ローマ　16:1-16
　たくさんの名前が並んでいる。研究者の努力によって、どんな人であったのかが判明している場合も少なくないが、解説書を持たずに聖書だけを読んでいる限りでは、なかなかその全貌を把握することはできない。だから、このまま読んでいて気になる人についてだけ、この後、少しコメントを加えることにする。
　ただ、まだ行ったこともないローマの教会にあてて、これだけの名前を挙げて語ることができるというのは驚きだ。ローマ世界では人々の行き来が多かったのでもあろうし、それ以上に、教会同士の関わりが深かったことを思う。それ以前に、互いについて関心を持っていたという点も。昨今は単立の教会が増えていると聞く。便利ではあるらしいが、他教会との密接なつながりを持ち続けることは、最初の頃からの大事な資質であることをも、忘れてはならないように思う。自分のことだけではなく他の人のことも顧みなさい、である。
 
 
ローマ　16:1-2
　新改訳聖書で「執事」と訳されている言葉は、当時が男性社会であったことを踏まえて、教会の正式な役職を想起させる「執事」という訳語を避ける場合もあるようだ。１世紀の教会がどのような制度を持っていたのかについては、それはそれとして大いに研究すれば良いとは思う。ただ、この箇所を見る限りでは、それが公的にはどんな位置づけであったにせよ、フィベというこの女性が、ケンクレヤの教会で大事な役目を果たしており、大いに人々のためになっていたことはよく分かる。社会的に言えば決して女性が活躍しやすい環境ではない。時に誤解や反発も受けたかもしれない。それでも人々のためにと尽くしたその姿を、パウロはいの一番に取り上げているのだ。互いに仕えよ、ということも、隣人を自分自身のように愛せ、ということも、主の命令である。誰かの幸いのために奮闘する生き方は、実に美しい。
 
 
ローマ　16:3-4
　新約聖書の中で、いわゆる使徒の次くらいに有名な二人である。パウロとの出会いは使徒18章、コリントにおいてであった。彼らはパウロに協力し、後にはアポロという伝道者を支え励まし、自らの家を開放して教会の集まりを持ち（当時は大きな家を持つ者が自宅を開放して集会をするのが一般的）、初期の教会にとって大事な支柱となった。彼らに共感して、同じように家庭を開いて、様々な人々を迎え入れ、あるいは伝道者たちを励ます営みをする人たちは、現代も多々いる。日本でも、明治初期に農村部にキリスト教が浸透したのは、その地にある豪農的な人たちが信仰を持ち、大いに働きかけたからだと言われている。規模はどうでも良い。ウサギ小屋と称される日本の家に大人数は集まれなくても、数人の集まりであってもなお、そこに神を慕い求める人々の憩う場所が提供されるなら、その意義はとても豊かなものとなる。
 
 
ローマ　16:12
　主にあって労苦している、という言い方が、何度か出てきている。同労者という言葉も、ギリシャ語には必ずしも「苦労」という意味合いはないようだが、訳語としては適確だ。苦労を共にする、重荷を共に担う、安全なところで応援しているのではなくて、一緒に歩もうとするのだから。
　主にあって歩もうとすると、たぶん、苦労する。好んで苦労を求める必要はなく、平穏無事に進む方が望ましいのはもちろんだ。でも、この世と調子を合わせず、それに、世が拒んだキリストに従おうとするならば、おそらく問題は生じる。もし、自分が幸いで楽しく過ごすことだけを考えているなら、この生き方は期待はずれになるかもしれない。でも、神は人々に救いを与えた時、一気に天国に引き上げはしなかった。人々がその人生を、真に意義あるものを大事にして歩み進むことを望んだからだ。もちろん祝福を願う。だがそれは、真に意義あるものの上に立ってこそ実現すると知っているからこそ、もし必要なら、その苦労から逃げ出したりはしない。それを信仰に生きると呼ぶ。
 
 
ローマ　16:16
　このあたりは、文化の違いをちゃんと考えておかねば。アメリカなら、キスはともかく、ハグは比較的気楽になされているが、日本ではなかなかね。握手をすることすら、人によってむしろ警戒心が強くなる可能性はある。今でも。
　でも、親しく語ることはできるはずだ。笑顔を傾けることを拒みはしないだろう。もちろん、表面だけの笑顔ではなく、である。薄っぺらな笑みは、すぐに見破られるし、むしろ最も警戒されるべきものになってしまう。そして、真剣にその人のために祈っていること。何か事ある時には、いくらでも助けてもらえる、そういう安心感が共有されているなら、そういう親しみ、つながりがあるなら、そこにこそ、真の結びつきが生み出されるだろう。「聖なる口づけ」はしなくても。
 
 
ローマ　16:17-20
　この手紙では、コリントなどとは違い、抗争をもたらす人々の様子は特に語られていない。まだその影は薄いものだったのだろうか。真実を大事にするための争いは、決して忌避されていない。昔の預言者たちは間違いに陥った民のために、徹底抗戦を覚悟して語りかけた。問われるべきは、争いの有無以前に、何を語っているか、である。「あなたがたの学んだ教えに背いて」とあるように、和を説きながら異なった教えを標榜しているなら、それはむしろパウロ自身のように、徹底抗戦が必要でもあろう。外面的な良さにごまかされるなと告げられている。だまされてはいけない、と。真実を見極める目は、どうしても必要なのだ。悪の攻撃は、常にあるのだということを忘れてはいけない。そして、自分自身に関しても、それが真実に立つものであるのかどうかを、常に、繰り返し、主の前に問い続けねばなるまい。どれほど熱心に取り組んでいる時であっても。
 
 
ローマ　16:21-23
　ここにあるのは、パウロ伝道チームの面々である。共に旅をしていた人々、あるいは、この時滞在していた地の同労者たちである。神は人を、たった一人で歩ませるおつもりはないのだと、聖書は繰り返し告げている。孤立無援を嘆く人々に、あなたは一人ではないのだと何度言われたことか。人は一人では進んでいくことができない。神はそんなふうにはお造りにならなかったからだ。それで、パウロのようにかなり過激な性格の持ち主で、猪突猛進の気がある人でも、ちゃんとチームで動いている。もし、主の働きをしたいと願うならば、共に労する人々を持つ必要がある。日本の牧師たちがこの点がとても苦手であることを痛感し、自戒もするけれども、聖書はこの真実をきちんと語っていることを、見過ごすわけにはいかない。
 
 
ローマ　16:25-27
　手紙の終わりには、神の祝福を祈る言葉がつく。聖書にある言葉はしばしば、人間たちの幸せを祈ると言うよりは、神の偉大さ、確かさを語る言葉になる。これだけすばらしい神がおられるならば、それでもう大丈夫だという信頼、確信が、その言葉には込められている。
　ローマ書は福音とは何かということを語ってきたので、ここでもまた、私たちに与えられた福音、神の約束の偉大さ、素晴らしさを語りつつ、その神を賛美する祈りの言葉になっている。そう、人々の幸せを願う言葉ではないのだが、でも、この確かさが打ち出されるところにこそ、この信仰の意味合いが表されているのだと言えるだろう。
　日々、神のなさっていること、語られていることを確認し続けることは、自分たちの幸いを心から確信することと深く結びついているのである。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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